
ぐ　
　
、
、
、
　
－
葦

ノ

ル
を
め
ぐ
る
交
通
路

酒

井

敏

明

ノく　ミ　一一・ノレをさわくeる交遍路　　（酒井）

乏
（
！
～
～
…
㌧
（
…
）
ン
ζ
〉
♪
〉
…
＞
＞
ン
…
‘
；
〉
♪
ミ
！
♪
♪
）
〉
♪
♪
〉
♪
〉
．
．
2
♪
♪
♪
♪
〉
＞
～
～
♪
♪
ノ
〉
〉
〉
ン
）
♪
〉
…
〉
≧
ミ
’
＞
＞
…
〆
…
）
≧
ζ
〉
～
～
〈
5
…
…
〉
〉
一
♪
）

…
【
覇
】
パ
ミ
［
ル
地
域
を
通
塵
上
紙
露
は
・
中
国
西
方
・
麗
の
菱
化
畿
を
結
ぶ
幹
線
露
も
て
・
張
寒
法
顕
色
弊
・
マ
ル
了
…

　
ボ
ー
ロ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
鐸
ゴ
エ
ズ
な
ど
が
通
過
し
、
古
く
か
ら
世
界
史
上
極
め
て
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
同
地
域
の
交
通
路
の
う
ち
・
次
の
脱
路
が
箆
重
要
で
あ
っ
た
と
箆
ら
れ
る
・
す
な
わ
ち
ω
テ
・
・
ク
越
え
（
塔
業
盆
地
西
端
の
喀
什
蟷
爾
か
ら
西
…

行
・
・
テ
・
・
篠
を
越
・
て
…
穿
ナ
の
オ
・
ζ
に
達
す
・
・
）
②
・
・
ソ
ム
・
ン
整
（
喀
什
躇
か
ら
薯
・
・
タ
ウ
ソ
ム
・
ン
峠
を
替
…

凸　

ﾄ
、
ア
ラ
イ
渓
谷
を
経
て
、
ス
タ
ー
リ
ナ
バ
ー
ド
に
達
す
る
。
）
　
㈹
ワ
フ
ジ
ル
越
え
（
葉
八
尋
か
ら
西
南
行
し
、
ワ
フ
ジ
ル
峠
を
越
し
、
ワ
ハ
ン
黒
谷
に
は
　
一

一
匙
塾
篶
縫
縫
難
講
蘇
蜜
郵
鰭
豊
郷
搬
轄
輪
纂
撮
糠
諜
齢
卸
一

世
暢
頭
に
お
け
・
撲
馨
家
の
記
楚
も
・
つ
い
て
、
去
五
つ
の
乍
ト
の
状
況
を
明
き
ら
か
に
・
・
皇
思
妻
　
　
　
　
…

ま
　
え
　
が
　
き

中
国
、
西
方
、
印
度
の
文
化
地
域
を
結
ぶ
陸
上
交
通
路
の
う
ち
、

パ
ミ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
、
本
篇
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
交
通
路
の
歴
史
が
き
わ
め
て
長
く
、

ま
た
、
そ
の
果
し
た
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
今
さ
ら
激
雷
を

刑
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
、
い
て
、
　
一
一
↓
一
世
紀
初
頭
現
在
に
お
牌
り
る
。
ハ
　
ミ
・
i
ル
付
近

の
交
黒
黒
の
状
態
を
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
前
世
紀
中
葉
以
降
に

は
じ
ま
っ
た
パ
ミ
ー
ル
地
域
探
検
の
全
盛
期
は
、
ほ
ぼ
今
世
紀
の
十

年
代
に
終
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
そ
れ
以
降
に
行
わ
れ
た
探
検

や
調
査
研
究
の
成
果
を
も
と
り
い
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
空
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白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
パ
ミ
ー
ル
の
地
理
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発

ま
で
の
約
半
世
紀
の
間
に
、
ほ
ぼ
明
き
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

時
点
を
今
世
紀
初
頭
に
お
く
第
二
の
理
由
は
、
パ
ミ
ー
ル
の
隣
接
地

域
に
お
け
る
政
治
体
制
が
そ
の
後
大
き
な
変
革
を
と
げ
、
こ
れ
に
と

も
な
い
経
済
、
社
会
、
文
化
の
各
面
に
お
け
る
変
化
が
著
し
く
、
交

通
の
変
化
も
ま
た
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
れ
に
反
し
今
世
紀
初
頭
現

在
に
あ
っ
て
は
、
交
通
手
段
は
宮
津
お
よ
び
駄
獣
に
よ
る
古
代
以
来

余
り
変
化
の
な
い
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
し
た

が
っ
て
交
通
路
そ
の
も
の
の
状
態
も
変
化
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
記
述
の
対
象
と
し
て
は
交
通
路
線
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
の
上
に
．

行
わ
れ
た
交
通
現
象
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
交

通
の
最
的
、
質
的
な
内
容
を
論
ず
る
に
は
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。

し
か
る
に
交
通
路
線
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地
形
的
特
徴
と

い
う
条
件
が
大
き
く
与
え
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
地
形
は
、
本
篇
…
に
関

す
る
限
り
、
過
去
も
現
在
も
不
変
で
あ
る
之
み
な
し
て
差
し
支
え
な

く
、
し
た
が
っ
て
よ
り
確
実
な
ご
と
が
い
え
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。

騨
　
パ
ミ
ー
ル
と
そ
の
周
辺

　
パ
ミ
ー
ル
℃
簿
巳
一
暴
地
域
は
高
漂
と
よ
ば
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
れ
は
数
本
の
巨
大
な
山
脈
が
そ
こ
か
ら
四

方
へ
放
射
さ
れ
る
広
大
な
山
岳
地
域
で
あ
っ
て
、
パ
、
ミ
；
ル
結
節
部

が
呼
称
と
し
て
は
よ
り
適
切
で
あ
る
。
パ
ミ
ー
ル
と
い
う
語
の
起
源

が
、
　
「
糊
の
麓
」
を
意
味
す
る
ペ
ル
シ
ャ
語
℃
蝕
－
一
き
貯
で
あ
る
こ

鯉
示
す
よ
う
に
・
量
硫
は
「
氷
河
が
形
成
し
た
山
地
の
谷
で
あ

り
、
大
な
る
高
度
を
有
し
、
氷
河
作
句
に
起
閃
す
る
岩
層
や
沖
積
土

に
よ
つ
て
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
著
し
い
特
微
一
と
す
る
も

②の
」
で
あ
る
。
こ
の
パ
ミ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
谷
が
、
東
西
、
南
北
と

も
に
約
二
五
〇
キ
ロ
、
平
均
高
度
四
〇
〇
〇
米
を
有
す
る
癩
爵
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
八
つ
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
由
岳
地
域
そ
の
も
の
を
も
、
バ
、
、
、
ー

ル
と
い
う
。

　
こ
の
パ
ミ
ー
ル
結
節
部
の
最
北
部
に
は
、
天
山
山
系
の
一
支
脈
で

あ
る
ア
ラ
イ
山
脈
＞
H
巴
が
東
薩
方
向
に
走
っ
て
、
北
側
の
フ
ェ
ル

ガ
ナ
盆
地
男
卑
σ
q
冨
舜
と
の
境
界
を
な
す
と
同
時
に
、
ア
ム
河
｝
露
¢

O
奮
い
δ
、
シ
ル
河
Q
Q
）
肖
O
螢
諜
．
帥
の
両
水
系
を
分
け
る
。
東
部
に
は

サ
リ
ロ
ル
山
レ
豚
の
螢
嵐
犀
9
が
南
北
走
し
て
、
　
タ
リ
ム
（
塔
里
木
）
河

64　（704）
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第一図　パミールをめぐる主要山水系

流
域
と
の
分
水
嶺
を
な
し
て
い
る
。
南
部
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ク
ッ
シ
ュ

山
脈
鵠
貯
α
q
図
信
ω
げ
が
西
丁
丁
に
走
っ
て
、
イ
ン
ダ
ス
河
流
域
と
の

境
界
を
つ
く
る
。
イ
シ
ュ
カ
シ
ム
誘
巴
塗
ω
露
臼
で
北
回
す
る
パ
ソ

ジ
ャ
川
｝
げ
－
一
℃
9
蕊
9
（
ア
ム
河
の
上
流
）
が
藪
限
を
な
し
、
　
西
北
隅

で
は
、
ア
ラ
イ
山
脈
が
高
度
を
減
じ
な
が
ら
西
へ
の
び
て
、
サ
マ
ル

カ
ン
ド
ウ
リ
鋤
ヨ
p
ユ
同
類
α
付
近
に
至
っ
て
、
ロ
シ
ア
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

平
原
に
移
行
す
る
。

　
パ
ミ
ー
ル
結
節
部
の
北
東
か
ら
、
天
山
山
脈
が
長
さ
約
一
二
〇
〇

キ
ロ
、
蠣
約
二
〇
〇
キ
ロ
を
も
つ
て
東
北
東
へ
走
り
」
タ
リ
ム
盆
地

を
吹
○
巨
、
伊
黎
の
両
水
系
か
ら
分
け
る
。
天
山
は
平
行
す
る
数
本

の
断
鱒
山
脈
の
集
合
体
で
あ
り
、
ア
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
〉
益
。
。
ン
、
ム

ザ
ル
ト
竃
自
N
ρ
諄
、
　
ハ
イ
デ
ィ
ッ
ク
開
げ
a
蝕
汀
の
．
十
二
が
タ
リ
ム

…
側
に
、
シ
ル
｝
河
の
上
流
納
林
匿
ρ
冠
）
臼
が
フ
ェ
ル
ガ
ナ
欄
四
に
、
チ
ュ
、

イ
リ
川
の
上
流
帖
克
斯
8
①
｝
（
①
ω
、
鰹
吉
斯
ズ
嘗
郎
σ
資
①
の
、
喀
什
麟
霧
プ

が
カ
ザ
フ
側
…
に
、
叩
て
れ
そ
れ
深
い
峡
谷
一
を
刻
み
・
、
甫
入
に
、
準
雨
受
…
盆

地
側
に
六
三
斯
竃
露
霧
川
そ
の
他
が
あ
る
。

　
パ
、
・
・
！
ル
結
節
部
の
南
東
か
ら
、
毘
撮
の
大
糟
曲
が
平
均
高
度
約

五
〇
〇
〇
米
を
有
し
て
東
走
し
、
遠
く
黄
河
水
源
付
近
ま
で
の
び
て
、

タ
リ
ム
盆
地
と
西
蔵
高
原
と
を
分
け
る
。
途
中
か
ら
分
妓
す
る
阿
爾
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金
塔
格
と
芝
昌
遍
露
σ
q
財
は
南
山
山
脈
に
続
い
て
、
柴
馬
木
8
。
・
絃
費
霞

の
大
沼
沢
盆
地
の
北
限
を
な
す
。

　
ヒ
ソ
ド
ゥ
ク
ヅ
シ
ュ
に
続
く
カ
ラ
コ
ル
ム
駁
㌶
巴
幽
○
暴
言
の
摺
曲

山
脈
は
南
東
へ
の
び
、
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流
シ
ョ
ー
ク
川
ω
ξ
o
｝
（

の
大
屈
点
ま
で
約
四
五
〇
キ
ロ
に
わ
た
り
、
幅
画
一
〇
〇
キ
ロ
の
大

島
　
壁
｛
を
つ
く
る
。
北
側
に
は
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
嶺
、
薗
鵬
側
に
は
フ
ソ
ザ
　
φ

口
気
旨
趣
、
シ
ガ
ー
ル
ω
露
σ
q
霞
、
ヌ
ブ
ラ
ス
呂
轟
の
研
摩
の
大
峡
谷

が
あ
る
。

　
更
に
カ
ラ
コ
ル
ム
の
南
側
、
イ
ン
ダ
ス
河
を
富
ん
で
、
聾
心
へ
、

後
に
宙
ハ
へ
転
じ
、
延
女
二
五
〇
〇
キ
ロ
の
長
距
離
に
わ
た
つ
ノ
し
屹
志
齢

す
る
の
が
、
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
○
話
霧
護
一
ヨ
巴
ρ
団
欝
で
あ
る
。
こ
れ

は
平
行
す
る
数
本
の
山
脈
に
区
分
し
得
る
が
、
軒
裏
二
〇
〇
キ
ロ
の

広
大
な
山
鼠
地
帯
が
、
平
均
高
度
約
四
五
〇
〇
米
の
西
蔵
高
原
と
低

平
な
ヒ
ソ
ド
ゥ
ス
タ
ソ
平
原
と
を
分
け
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
ア
ジ

ア
大
陸
の
真
の
分
水
嶺
で
は
な
く
、
イ
ン
ダ
ス
、
ガ
ン
ジ
ス
の
両
河
、

お
よ
び
そ
の
多
く
の
支
流
が
、
先
行
河
川
と
し
て
山
脈
を
横
断
す
る

一
深
い
狭
谷
を
つ
く
っ
て
い
一
⇔
。
｝
四
か
ら
〆
あ
げ
ワ
れ
ば
、
ジ
晶
ル
ム
一
げ
①
｝
二
心
、

ラ
ヴ
ィ
菊
ρ
≦
、
　
チ
ェ
ナ
ブ
Ω
お
づ
曽
げ
、
サ
ト
レ
ジ
が
イ
ン
ダ
ス
水

系
に
、
　
カ
ル
ナ
リ
内
見
鴬
μ
P
臣
、
　
カ
リ
｝
ハ
ρ
に
、
ブ
リ
ガ
ソ
か
じ
d
β
嵩

○
竈
σ
・
・
、
ト
リ
ス
リ
、
窪
。
・
島
、
ア
ル
ソ
≧
琶
が
ガ
ン
ジ
ス
水
系
に
、

マ
ナ
ス
冨
蓼
畠
降
勲
ω
、
ス
バ
ソ
シ
リ
ω
償
び
9
路
臨
ユ
が
ブ
ラ
ー
マ
プ
ー
ト

ラ
水
系
に
属
す
る
σ

　
新
彊
の
主
要
部
を
な
す
塔
里
木
盆
地
は
、
天
山
と
箆
裾
の
両
山
脈

に
挾
ま
れ
た
卵
形
の
盆
地
で
、
東
西
約
～
五
〇
〇
キ
ロ
、
南
北
約
六

五
〇
キ
ロ
の
広
大
な
薦
積
を
占
め
る
。
西
お
よ
び
南
に
高
く
、
東
お

よ
び
北
に
低
い
緩
傾
斜
を
な
し
、
大
部
分
は
塔
克
拉
薦
干
の
砂
漠
と

な
っ
て
い
る
。
喀
什
噛
爾
、
葉
爾
莞
、
和
闘
の
各
川
は
塔
里
木
川
と

な
っ
て
盆
地
北
寄
り
を
東
歯
し
、
女
布
濾
爾
付
近
で
砂
中
に
消
え
る
。

天
山
南
麓
に
単
位
璃
爾
、
鴬
垣
蘇
、
庫
車
、
率
爾
勒
、
箆
掃
北
麓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

葉
爾
莞
、
和
順
、
車
爾
成
な
ど
が
あ
る
。

　
ア
ム
河
流
域
を
み
る
と
、
大
パ
ミ
ー
ル
、
グ
ソ
ト
○
郎
緊
、
バ
ル

タ
ン
b
d
霞
ド
峯
α
p
、
ヴ
ァ
ソ
チ
な
ど
の
支
流
を
集
め
た
バ
ソ
ジ
ャ
川
は
、

カ
ラ
イ
フ
ム
付
近
か
ら
流
路
を
南
．
西
に
転
じ
て
酉
ト
ル
キ
ス
タ
ン
平

原
に
出
る
。
名
を
ア
ム
．
河
と
か
え
、
ヒ
ソ
ド
ゥ
ク
ッ
シ
ュ
か
ら
北
流

す
る
コ
ク
チ
ャ
匿
○
ぎ
財
窪
、
ク
ソ
ド
ゥ
ズ
、
ア
ラ
イ
か
ら
南
流
す
る

ワ
ク
シ
ュ
♂
＜
巴
窃
げ
、
カ
フ
ィ
ル
ニ
ガ
ソ
国
ρ
ゆ
鴇
巳
σ
q
餌
鼻
、
ハ
ソ
開
げ
ρ
講

の
畑
鼠
を
集
め
て
み
た
び
三
冬
に
転
じ
て
遠
く
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
。

ア
ラ
イ
山
脈
は
西
部
で
三
筋
に
分
岐
し
、
そ
の
閥
に
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ソ
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川
N
9
聴
斜
於
土
鈴
嵩
を
西
流
せ
し
め
て
、
　
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
立
地
さ
せ

る
Q

　
シ
ル
河
上
流
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盈
地
は
、
菓
西
約
三
〇
〇
キ
ロ
、
南

北
約
一
〇
〇
キ
ロ
を
有
し
、
ナ
リ
ソ
川
を
は
じ
め
シ
ル
の
多
く
の
支

流
に
灌
瀧
さ
れ
る
、
　
ア
ン
デ
ィ
ジ
ァ
ン
》
嵩
低
こ
9
昌
、
　
ナ
マ
ン
ガ
ン

譲
斜
窮
騨
雛
σ
q
斜
昌
、
コ
ー
カ
ソ
ド
開
。
内
角
μ
α
な
ど
の
嘗
田
裕
な
オ
ア
シ
ス
が

　
⑤

多
い
。

　
塔
里
木
盆
地
と
南
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
平
原
と
の
間
に
は
、
カ
シ
ュ
ミ

ー
ル
鋭
霧
｝
μ
諺
罵
の
山
岳
地
域
が
あ
る
。
氷
河
に
よ
う
わ
れ
た
高
峻

な
聖
岳
と
深
い
峡
谷
が
広
い
爾
積
を
占
め
る
が
、
万
年
雪
と
氷
河
が

確
実
な
水
の
供
給
源
と
な
り
、
夏
季
の
高
温
に
恵
ま
れ
る
の
で
、
狭

小
な
谷
平
野
や
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
集
落
が
多
い
。
ギ
ル
ギ
ッ

ト
○
自
σ
q
霧
、
ス
カ
ル
ド
ω
剛
錠
α
郎
、
ス
リ
ナ
ガ
ル
ω
H
置
ρ
σ
Q
錠
な
ど

の
他
に
、
　
東
に
は
ラ
ダ
ク
ビ
9
創
銃
（
の
レ
ー
び
①
財
、
西
に
は
チ
ト
ラ

ー
ル
○
ぼ
貯
巳
が
あ
る
。

ニ
　
テ
レ
ッ
ク
越
え
ル
ー
ト

　
新
里
の
タ
リ
ム
盆
地
か
ら
シ
ル
河
上
流
域
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
に
至
る

交
通
路
は
、
天
由
出
脈
を
越
し
て
数
本
存
在
す
る
が
、
も
っ
と
も
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

要
な
の
は
テ
レ
ッ
ク
嫉
弓
。
門
①
群
ご
翁
く
9
鵠
越
え
で
あ
る
。

　
喀
什
嚇
爾
か
ら
赫
色
勒
川
汽
一
N
覧
の
北
岸
、
鉄
列
克
山
脈
の
南
麓

を
西
へ
進
み
、
愛
炊
什
唐
木
の
上
流
で
北
秘
す
る
コ
ク
ス
川
閑
。
搾
あ
ロ

の
谷
を
登
り
、
鉄
列
克
峠
（
海
抜
三
八
七
四
米
）
を
越
す
。
峠
か
ら
テ

レ
ッ
ク
川
沿
い
に
く
だ
り
、
グ
ル
チ
ャ
○
巳
。
冨
を
経
、
中
央
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
鉄
道
の
オ
ッ
シ
ュ
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ソ
、
マ
ル

ギ
ラ
ン
、
コ
！
カ
ソ
ド
を
経
、
更
に
職
遅
く
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
タ
シ
ュ

ケ
ソ
ト
に
達
す
る
。
影
面
早
船
・
オ
ッ
シ
ュ
問
は
約
四
〇
〇
キ
ロ
、

普
通
一
二
日
の
行
程
と
さ
れ
る
。
喀
什
鎧
鼠
か
ら
の
宿
駅
は
、
木
什

素
魯
克
、
安
駅
子
、
堪
蘇
、
寺
詣
阿
依
托
海
、
烏
鷺
素
魯
克
、
也
斯

克
奇
、
鳥
魯
克
恰
提
、
業
干
、
善
男
什
唐
木
の
順
に
並
び
、
テ
レ
ッ

　
　
　
　
⑨

ク
峠
に
至
る
。

　
こ
の
テ
レ
ッ
ク
越
え
に
次
い
で
、
喀
什
噛
爾
か
ら
北
録
し
て
図
魯

憂
爾
特
達
坂
目
○
讐
。
9
9
訴
U
寡
、
窪
（
三
八
八
○
米
）
を
越
し
、
納
林

漢
谷
の
納
…
林
に
至
る
ル
ー
ト
が
重
要
で
あ
る
。
納
林
か
ら
は
ク
ガ
ル

ト
峠
困
（
信
σ
q
ρ
訴
（
三
二
〇
九
米
）
に
よ
っ
て
ア
ソ
デ
ィ
ジ
ャ
ソ
に
出
る

か
、
　
ド
ラ
ソ
峠
〕
）
〇
一
9
昌
（
一
二
〇
八
O
米
）
　
に
［
よ
っ
て
吹
川
に
臨
む
ト

ク
マ
ク
↓
O
犀
諺
磐
｝
ハ
に
出
る
。
喀
什
噛
爾
、
納
林
間
は
約
二
九
〇
キ

ロ
、
一
一
臼
行
程
で
あ
る
。
宿
駅
は
白
帯
沙
克
、
伊
斯
里
克
、
巴
依
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第二図　パミールをめぐる交通路

和
登
、
牌
素
沸
沸
攣
、
博
才
丁
丁
、
克
子
手
手
羅
桿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

托
雲
多
拝
の
順
に
並
び
、
ト
ル
ガ
ン
ト
峠
に
至
る
。

　
テ
レ
ッ
ク
越
え
に
つ
い
て
み
る
と
、
新
彊
側
に
お

け
る
最
高
所
の
農
耕
集
落
…
は
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
　
（
二

六
〇
五
米
）
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
清
、
・
露
両
国
の
国
境

税
三
物
が
お
か
れ
て
い
た
。
フ
ェ
ル
ガ
ナ
側
…
の
そ
れ
は

グ
ル
チ
ャ
（
一
五
〇
〇
米
）
で
あ
る
。
峠
を
挾
ん
で
こ

の
両
者
の
間
は
約
一
〇
〇
キ
ロ
、
四
日
行
程
で
あ
る
。

四
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
夏
の
五
ヶ
月
間
は
、

融
雪
に
よ
り
川
の
水
量
が
増
す
の
で
こ
の
ル
ー
ト
は

通
行
不
可
能
と
な
り
、
迂
回
路
が
利
用
さ
れ
る
。
東

方
の
タ
ウ
ン
峠
↓
欝
窪
回
、
コ
キ
ア
ル
ト
峠
菌
0
5
．
ρ
陣

に
よ
る
か
、
ア
ラ
イ
経
由
の
タ
ル
デ
ィ
ッ
ク
8
ρ
二
陣

（
三
五
三
八
米
）
、
ア
ル
チ
ャ
ッ
ト
〉
鴫
○
ゴ
霧
（
三
五
八

七
米
）
、
シ
ャ
ル
ト
ω
プ
9
暮
（
三
九
二
八
米
）
の
各
躇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
い
ず
れ
か
が
え
ら
ば
れ
る
。

　
喀
八
丁
爾
・
オ
ッ
シ
ュ
問
の
道
路
状
態
に
つ
い
て

は
、
一
九
〇
二
年
九
月
目
こ
の
道
を
逆
方
向
に
通
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
大
谷
光
瑞
の
紀
行
に
、
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
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パミールをめぐる交瀬銘（潤井）

　
「
是
よ
リ
グ
ル
チ
ャ
河
を
湖
て
其
盤
谷
に
入
り
、
崎
編
羊
腸
た
る

坂
路
を
登
る
こ
と
六
露
里
に
し
て
小
休
す
。
…
…
復
讐
グ
ル
チ
ャ
河

を
翻
る
。
風
物
単
調
些
少
の
変
化
な
く
一
行
大
に
倦
怠
す
。
十
一
露

墨
を
進
み
・
て
一
の
合
流
を
謬
り
、
キ
ジ
ー
ル
ク
ル
ガ
ソ
に
達
し
此
に

野
営
す
。
…
…
進
む
に
従
っ
て
両
側
の
絶
壁
益
々
相
懸
り
、
騨
氷
河
を

渡
っ
て
行
進
す
。
河
幅
最
も
狭
き
所
は
三
四
間
に
過
ぎ
ず
、
是
よ
り

進
み
で
三
十
六
露
里
の
所
に
於
て
渡
渉
、
…
…
グ
ル
チ
ャ
を
距
る
四

十
一
露
里
な
る
ス
フ
ィ
ク
ル
ガ
ン
に
達
し
、
前
臼
来
の
知
己
な
る
グ

ル
チ
ャ
河
に
別
を
告
げ
、
覚
ハ
に
合
流
す
る
清
澄
な
る
テ
レ
ッ
ク
河
に

沿
ふ
て
前
進
す
。
途
に
他
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
既
に
野
営
せ
る
も
の
を

認
む
。
ス
フ
ィ
ク
ル
ガ
ソ
よ
り
四
露
里
を
進
み
で
…
…
野
営
す
。
野

営
地
の
対
岸
及
ひ
其
山
腹
に
幾
多
の
キ
ル
ギ
ッ
ツ
の
天
幕
と
、
サ
ル

ト
人
の
雪
泥
屋
幾
個
あ
り
。
…
…
進
む
こ
と
約
一
時
間
に
し
て
一
川

の
南
方
よ
り
来
り
慨
す
る
に
遇
ふ
。
テ
レ
ッ
、
ク
山
上
万
古
の
雪
の
融

解
し
来
る
も
の
な
れ
は
、
其
水
清
き
こ
と
玉
の
如
し
。
更
ら
に
進
め

ば
蒸
立
干
葉
の
両
岸
益
々
相
論
り
真
に
鬼
工
な
り
…
…
。
こ
の
辺
箔

谷
縦
横
に
横
は
り
、
各
小
川
を
抱
き
地
形
甚
た
複
雑
な
り
。
…
…
進

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

み
進
み
で
一
の
狭
溢
な
る
鶏
谷
の
中
に
入
れ
ば
、
道
路
全
く
絶
ゆ
、

石
礫
を
踏
む
で
急
坂
を
登
れ
ば
、
登
る
に
去
て
坂
路
益
々
険
な
り
。

遠
く
前
程
を
望
め
ば
流
水
奔
激
宛
と
し
て
一
大
野
牛
漫
の
如
し
。
　
一

行
此
の
壷
中
を
登
る
こ
と
約
二
時
問
に
し
て
、
山
勢
稽
々
緩
な
る
所

に
出
づ
、
此
の
所
に
キ
ル
ギ
ッ
ツ
人
の
天
幕
七
綱
あ
り
。
…
…
」
こ

の
よ
う
に
し
て
グ
ル
チ
ャ
川
の
峡
谷
部
を
通
過
し
、
峠
の
近
く
に
野

営
し
た
後
、
　
「
降
雪
猶
ほ
止
ま
す
、
四
面
銀
世
界
と
化
す
。
夜
来
の

寒
気
の
矯
め
天
幕
の
側
を
流
れ
居
た
る
小
流
も
竪
く
氷
結
し
、
氷
下

僅
か
に
溜
水
の
存
す
る
あ
る
の
み
。
…
…
進
む
に
従
て
道
路
全
く
積

雪
の
下
に
埋
没
し
、
殆
ん
と
識
達
す
へ
か
ら
す
。
…
…
斯
て
登
り
登

っ
て
…
…
テ
レ
ッ
ク
練
の
絶
頂
に
達
す
。
…
…
暫
く
馬
を
絶
頂
に
止

め
て
四
方
を
望
め
ば
、
見
渡
す
限
り
兀
突
た
る
山
又
山
に
し
て
、
更

ら
に
一
樹
の
影
を
認
め
ず
光
景
転
た
惨
た
り
。
登
り
来
り
し
北
陰
に

似
ず
、
山
の
南
面
は
更
ら
に
積
雪
…
の
見
る
べ
き
な
く
、
四
五
百
尺
を

降
れ
ば
早
や
既
に
軟
草
の
籏
生
す
る
あ
り
。
」
　
と
峠
越
え
の
苦
難
を

語
っ
て
い
る
。
カ
プ
犀
川
に
沿
っ
て
く
だ
り
、
コ
ク
ス
と
の
含
流
点

の
マ
マ
ッ
シ
ュ
を
経
、
キ
ジ
ル
川
に
着
い
て
、
「
キ
ジ
ー
ル
ス
河
は

現
今
水
里
へ
て
、
僅
か
に
河
身
の
一
部
を
照
る
る
に
過
ぎ
ず
と
錐
ど

も
、
満
水
の
候
其
水
勢
の
如
何
に
激
烈
な
る
や
は
四
百
米
突
に
余
る

河
床
の
顯
員
に
由
て
之
を
知
る
に
難
か
ら
ず
。
…
…
キ
ャ
ラ
バ
ン
と

共
に
キ
ジ
ー
ル
ス
を
眠
声
嘉
し
終
り
、
・
：
：
・
其
対
岸
な
る
イ
ル
ケ
ス
タ
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ソ
に
安
着
」
し
て
い
る
。
更
に
二
様
疇
爾
に
到
る
ま
で
に
つ
い
て
は
、

「
…
…
是
よ
り
直
ち
に
キ
ジ
ー
ル
ス
の
北
岸
に
託
り
、
小
丘
の
起
伏

す
る
高
原
の
中
を
北
々
東
及
東
北
に
」
進
み
、
伊
根
（
ま
た
は
業
干
）

付
近
で
は
じ
め
て
樹
木
の
繁
茂
す
る
こ
と
に
注
意
し
、
時
に
は
キ
ジ

ル
川
の
河
床
を
ゆ
き
、
大
部
分
は
、
北
岸
の
山
腹
斜
面
に
刻
ま
れ
た

小
さ
な
支
谷
か
ら
空
谷
へ
と
渡
っ
て
東
進
を
続
け
、
キ
ジ
ル
峠
を
過

ぎ
て
は
じ
め
て
、
喀
什
璃
爾
ま
で
続
く
平
原
に
出
た
様
を
記
し
て
い

る
。

三
　
タ
ウ
ン
ム
ラ
ン
越
え
ル
ー
ト

　
タ
リ
ム
盆
地
か
ら
ト
ラ
ン
ス
・
オ
ク
シ
ア
ナ
に
至
る
交
通
路
線
の

’
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
パ
ミ
ー
ル
北
部
の
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
峠

に
よ
っ
て
ア
ラ
イ
漢
谷
に
は
い
る
も
の
と
、
南
…
部
の
ワ
フ
ジ
ル
峠
に

よ
っ
て
ワ
ハ
ソ
漢
谷
に
は
い
る
も
の
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
の
べ
る
。
喀
什
庶
民
か
ら
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム

ま
で
は
工
の
テ
レ
ヅ
ク
越
え
と
共
通
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
西
進
し
、

タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
峠
舅
孚
鄭
郎
日
‘
村
9
昌
（
三
悶
二
六
由
木
）
に
よ
っ
て
塞
勒
庸
搾

勒
山
脈
を
誠
』
し
、
　
ア
ラ
イ
漢
谷
に
は
い
る
。
　
キ
ジ
ル
川
（
中
流
部
で

ス
ル
ハ
ブ
匂
Q
弩
臨
蚤
ぴ
、
下
流
部
で
ヴ
ァ
ク
シ
ュ
毛
巴
塵
げ
と
名
を
改
め
る
）

の
谷
を
く
だ
り
、
ハ
イ
ト
緊
智
謀
、
ガ
ル
ム
○
鍵
諺
を
経
、
カ
フ

ィ
ル
ニ
ガ
ソ
流
域
の
ス
タ
ー
リ
ナ
バ
ー
ド
に
着
く
。
喀
什
露
草
か
ら

約
八
○
○
キ
ロ
、
三
〇
疑
行
程
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
カ
ス
ピ
鉄
道
の

　
　
　
　
　
⑭

終
点
テ
ル
メ
ズ
ま
で
約
二
五
〇
キ
ロ
、
ア
ム
の
南
…
山
序
マ
ザ
ー
リ
シ
ェ

リ
フ
ま
で
は
更
に
六
〇
キ
ロ
で
達
す
る
。

　
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
か
ら
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
峠
ま
で
は
約
二
五
キ
ロ
、

縮
か
ら
ア
ラ
イ
漢
谷
に
お
け
る
最
高
の
常
住
集
落
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ

ン
U
拶
鑓
娼
げ
開
自
鴨
σ
q
げ
勲
罷
（
二
三
九
四
米
）
　
に
到
る
ま
で
の
無
居
往
地

域
は
約
一
五
〇
キ
ロ
、
五
日
行
程
と
な
る
。
タ
ゥ
ソ
ム
ラ
ソ
峠
は
高

度
が
低
く
、
広
い
鞍
部
を
な
し
て
い
る
の
で
、
越
す
の
は
容
易
で
あ
る
。

峠
か
ら
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ
ソ
ま
で
の
ア
ラ
イ
襖
谷
は
広
い
U
字
形
の

谷
で
交
通
は
容
易
で
、
更
に
下
流
の
ア
ブ
イ
ガ
ル
ム
　
諺
σ
－
一
〇
㌶
導

ま
で
約
二
五
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
、
比
較
的
狭
い
ス
ル
ハ
ブ
の
谷
に
は
、

川
に
せ
ま
る
地
形
的
障
害
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
駄
獣
に
も
通

過
可
能
で
あ
る
。
ス
タ
イ
ソ
に
よ
れ
ば
、
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ
ソ
の
東

四
四
キ
ロ
、
高
度
二
七
〇
〇
米
付
近
で
、
過
去
に
耕
作
が
行
わ
れ
て

い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
越

え
に
お
け
る
無
居
住
地
域
は
、
距
離
に
し
て
約
一
一
〇
キ
ロ
、
三
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

行
程
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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パミールをめぐる交通路（瀬井）

　
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
は
ア
ラ
イ
山
脈
を
越
し
て
フ
エ
ル
ガ
ナ
に
達
す

る
支
線
が
数
本
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
リ
タ
ッ
シ
ュ
付
近
か
ら
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

デ
ィ
ヅ
ク
州
へ
お
り
る
先
述
の
一
群
の
峠
に
よ
る
も
の
、
ダ
ヲ
ゥ
ト

ク
ル
ガ
ソ
か
ら
テ
ン
ギ
ス
峠
6
㊦
⇔
σ
Q
冨
（
三
五
九
九
米
）
に
よ
っ
て
マ

宰
ラ
ソ
窒
る
も
％
・
診
ガ
タ
ル
U
斗
σ
q
壁
か
ら
ヤ
ソ
ギ
響

く
ρ
コ
σ
q
断
（
四
六
〇
〇
米
）
に
よ
っ
て
コ
ー
カ
ン
ド
に
至
る
も
の
、
ハ
イ

ト
か
ら
ト
ゥ
タ
ッ
ク
峠
↓
塞
出
ハ
（
四
四
二
三
米
）
　
に
よ
っ
て
同
じ
く

コ
ー
カ
ソ
ド
に
至
る
も
の
、
ヌ
ス
タ
ト
バ
ー
ド
Z
二
。
・
も
蔭
ゆ
無
。
げ
餌
畠
か

ら
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ソ
川
流
域
に
越
し
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
認
る
も
の
な
ど

で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
五
月
オ
ッ
シ
ュ
か
ら
タ
ル
デ
ィ
ッ
ク
峠
を
越
し
て
ア

ラ
イ
漢
谷
に
は
い
っ
た
り
ト
ル
デ
ィ
ル
は
、
　
「
ア
ラ
イ
高
原
に
は
雪

が
な
か
っ
た
。
キ
ル
ギ
ス
の
君
葉
で
ア
ラ
イ
は
楽
園
を
意
味
す
る
の

だ
が
こ
の
高
原
を
正
確
に
説
明
し
た
雷
葉
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

、
八
月
の
末
か
ら
翌
年
六
月
の
な
か
ば
ま
で
、
す
な
わ
ち
、
一
年
の
う

ち
九
ケ
月
半
も
の
問
、
苛
酷
な
気
候
の
た
め
人
間
の
住
め
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
六
月
　
二
日
に
わ
れ
わ
れ
の
受
け
た
印
象
と
し
セ
は
、
き

わ
め
て
荒
涼
た
る
土
地
で
あ
っ
た
。
土
地
は
全
面
が
褐
色
を
呈
し
、

雪
融
け
の
直
後
で
あ
っ
た
。
マ
ー
モ
ッ
ト
と
ガ
ン
を
除
け
ば
、
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

屯
の
一
匹
い
な
い
。
樹
木
も
叢
林
も
全
然
な
い
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
　
八
九
四
年
三
月
、
テ
ン
ギ
ス
峠
を
越
し
て
ア
ラ

イ
漢
谷
に
は
い
っ
た
ヘ
デ
ィ
ン
は
次
の
如
く
い
う
。
　
「
ア
ラ
イ
漢
谷

の
キ
プ
チ
ャ
ッ
ク
か
ら
二
五
〇
ヤ
ー
ド
の
と
こ
ろ
で
、
キ
ル
ギ
ス
族

が
越
冬
し
て
い
た
。
五
月
の
末
に
近
づ
く
と
、
雪
融
け
に
続
い
て
草

が
豊
か
に
生
育
す
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
富
裕
な

キ
ル
ギ
ス
族
た
ち
は
み
な
、
家
畜
群
を
ひ
き
つ
れ
て
こ
の
地
に
や
っ

て
き
て
、
キ
ジ
ル
川
の
岸
辺
に
唄
①
夢
二
ω
す
な
わ
ち
夏
小
屋
を
つ
く

　
　
　
　
⑲

る
の
で
あ
る
。
」
　
ま
た
．
ハ
ソ
ペ
リ
（
一
九
〇
三
年
）
は
、
「
夏
の
間
タ
ル

デ
ィ
ッ
ク
峠
に
は
雪
は
僅
か
し
が
な
く
て
、
こ
の
ル
ー
ト
は
、
テ
レ

ヅ
ク
峠
が
川
の
高
水
位
の
た
め
に
通
行
不
可
能
と
な
る
と
き
、
代
り

に
利
用
さ
れ
る
。
」
と
い
い
、
「
峠
の
南
側
に
な
る
と
積
雪
量
は
ず
っ

と
多
く
な
る
が
、
し
ば
ら
く
く
だ
る
と
雪
線
に
達
す
る
。
ア
ラ
イ
漢

公
凋
は
長
さ
七
五
マ
イ
ル
、
幅
一
五
マ
イ
ル
、
海
抜
一
〇
〇
〇
〇
フ
ィ

ー
ト
に
あ
っ
て
、
ア
ラ
イ
、
ト
ラ
ソ
ス
ア
ラ
イ
の
両
山
脈
に
南
北
を

限
ら
れ
て
い
る
。
九
ケ
月
の
湿
雪
が
深
く
積
も
っ
て
人
間
の
居
住
を

許
さ
な
い
。
七
月
の
は
じ
め
に
雪
は
融
け
、
草
が
生
え
は
じ
め
る
。

キ
ル
ギ
ス
族
が
家
畜
の
大
群
を
ひ
き
つ
れ
て
峠
を
越
し
て
や
っ
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
の
だ
。
」
と
の
べ
る
。
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リ
ト
ル
デ
ィ
ル
と
パ
ソ
ペ
リ
は
最
上
流
部
に
つ
い
て
の
べ
、
ヘ
デ

ィ
ン
は
中
流
部
に
つ
い
て
語
つ
、
報
告
の
内
容
は
相
異
す
る
点
も
あ

る
が
、
ス
タ
イ
ソ
の
い
う
よ
う
に
、
こ
の
ア
ラ
イ
漢
谷
が
、
パ
ミ
ー

ル
の
よ
り
爾
寄
り
の
地
域
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
交
逓
路
と
し
て
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

利
な
条
件
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
高
度
が
総
体
的
に

小
さ
い
こ
と
、
農
耕
可
能
の
常
住
集
落
が
か
な
り
奥
ま
で
あ
る
こ
と
、

牧
草
の
豊
寓
な
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
記
述
に
残
さ
れ
て
い
る
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
商

人
マ
エ
ス
冨
器
ω
の
代
理
人
が
通
っ
た
、
中
国
の
絹
交
易
の
通
商
路

は
、
こ
の
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
越
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
タ
イ

ソ
に
よ
れ
ば
、
　
「
ア
ラ
イ
渓
谷
は
イ
ル
ケ
シ
晶
タ
ム
の
上
の
タ
ゥ
ソ

ム
ラ
ソ
鞍
部
か
ら
、
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ
ソ
の
下
流
の
カ
ラ
ム
ク
近
く

に
至
る
ま
で
の
、
ほ
と
ん
ど
九
〇
マ
イ
ル
も
の
長
踊
離
に
わ
た
り
地

形
的
障
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ペ
ル
デ
ベ
・
タ
ル
デ
ィ
ッ
ク
指
間
の

道
と
交
叉
す
る
地
点
か
ら
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ
ソ
ま
で
の
間
、
河
床
の

幅
は
六
マ
イ
ル
よ
り
狭
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一
八

マ
イ
ル
竜
あ
る
。
地
形
的
に
は
パ
ミ
ー
ル
と
み
・
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
度
の
小
な
る
こ
と
と
地
理
的
位
概
の
関
係
か
ら
、

気
候
条
件
の
差
は
露
量
で
あ
る
。
ア
ラ
イ
の
平
均
高
度
は
普
通
の
パ

ミ
ー
ル
よ
り
か
な
の
・
小
さ
く
、
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ
ソ
の
八
0
0
0
フ

ィ
ー
ト
か
ら
タ
ウ
ン
ム
ラ
ソ
峠
の
一
一
二
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
範
開
H
に

と
ど
ま
る
。
し
か
し
主
と
し
て
雪
と
し
て
降
る
降
水
量
の
点
で
は
、

極
度
の
乾
燥
を
著
し
い
特
徴
と
す
る
パ
ミ
ー
ル
よ
り
も
は
る
か
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
。
そ
の
結
果
植
生
は
草
原
と
な
る
。
」
　
耕
作
が
約
九
〇
〇
〇
フ
ィ

…
ト
の
ヤ
マ
ソ
カ
ル
チ
ン
く
欝
ヨ
ρ
吉
夢
苫
芝
ロ
ま
で
可
能
で
あ
り
、

峠
の
豪
側
に
お
い
て
も
、
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
よ
9
少
し
高
所
で
現
に

農
耕
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
に
も
と
づ
き
、
ス
タ
イ
ン
は
「
ア
ラ
イ

ル
ー
ト
に
お
け
る
無
居
住
地
域
の
距
離
は
七
〇
マ
イ
ル
以
内
、
す
な

わ
ち
、
三
日
行
程
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
ル
ー
ト
は
一
年
の
う
ち
八
、

九
ケ
月
間
、
驕
駝
を
も
含
め
た
駄
獣
が
通
行
可
能
で
あ
り
、
一
二
月

か
ら
二
月
に
か
け
て
峠
が
雪
で
閉
ざ
さ
れ
る
期
閥
に
あ
っ
て
も
、
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

分
な
交
通
量
さ
え
あ
れ
ば
交
通
は
行
わ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
と
の

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
み
え
る
「
商
人
た
ち
が

セ
ー
ラ
へ
の
旅
に
出
発
す
る
イ
マ
ウ
ス
山
中
の
宿
駅
〕
を
、
イ
ル
ケ

シ
ュ
タ
ム
付
近
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

四
　
ワ
フ
ジ
ル
越
え
ル
ー
ト

タ
リ
ム
盆
地
か
ら
パ
ミ
ー
ル
の
一
章
を
通
る
、
ワ
フ
ジ
ル
峠
芝
籍
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パミールをめぐる交趣路（酒井）

匹
言
触
（
四
九
二
二
米
）
　
越
え
の
交
通
路
の
状
況
を
の
べ
る
。
峠
の
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

側
で
は
塔
球
筋
田
長
川
舅
卑
σ
q
ン
含
ヨ
σ
霧
プ
の
塔
什
克
爾
牢
、
酒
側

で
は
ワ
ハ
ソ
漢
谷
の
カ
ラ
イ
パ
ソ
ジ
ャ
囚
鉱
9
－
一
℃
ρ
且
ρ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
重
要
な
位
謄
を
占
め
て
い
る
。

　
紅
霞
璃
爾
お
よ
び
葉
爾
…
禿
か
ら
塔
什
克
爾
牢
に
至
る
道
は
数
本
あ

る
。
主
要
隊
商
路
は
、
英
青
沙
爾
か
ら
キ
ソ
グ
ク
ル
ズ
ぎ
σ
q
露
岩
の

谷
を
登
り
、
イ
ギ
ズ
ヤ
ル
H
σ
q
プ
貯
く
㌶
、
ア
ク
タ
ラ
》
｝
二
二
欝
、
サ

シ
ッ
ク
タ
ラ
・
G
Q
〔
摂
臨
搾
目
〔
二
ρ
を
経
、
チ
ャ
ヒ
ル
グ
ソ
バ
ズ
O
疑
島
鵠

○
＝
ヨ
げ
震
に
着
く
。
こ
こ
で
、
測
距
莞
、
雅
克
駅
亭
、
キ
ジ
ル
峠
、

カ
ラ
峠
、
ヵ
イ
ス
ア
グ
ジ
ィ
冒
（
3
・
冨
〉
σ
q
ぎ
一
経
由
の
道
と
合
す
る
。

チ
ャ
ヒ
ル
か
ら
ト
リ
ア
ル
ト
峠
日
、
○
瓢
艶
界
（
四
〇
六
九
米
）
を
』
越
し
て

タ
ソ
ギ
タ
ー
ル
谷
に
は
い
り
、
タ
ル
パ
シ
8
ρ
憎
げ
磐
。
。
巨
を
加
澁
、
チ
チ

ク
リ
ッ
ク
峠
〇
三
〇
三
戸
騨
（
四
六
一
三
一
釆
）
を
越
し
、
凶
年
爾
薦
川
の

合
流
点
ま
で
く
だ
っ
て
の
ち
塔
什
克
鐸
爾
に
至
る
。
葉
爾
詫
か
ら
二

四
〇
キ
ロ
、
八
日
行
程
、
喀
什
鳴
爾
か
ら
は
、
塔
什
聡
力
克
、
ゲ
ー

ズ
川
経
由
の
冬
道
竜
、
チ
チ
ク
リ
ヅ
ク
峠
経
由
の
夏
道
も
、
十
日
行

　
　
　
　
　
　
⑳

程
と
さ
れ
て
い
る
。

　
塔
什
克
爾
写
か
ら
塔
克
徽
巴
什
パ
ミ
ー
ル
を
登
り
、
二
田
屋
の
ダ

フ
ダ
ル
σ
巴
臼
叢
（
三
五
瞬
四
米
）
は
定
住
集
落
の
高
限
で
あ
る
、
ウ

ジ
ャ
ド
バ
イ
d
帖
簿
⊆
σ
鍮
、
ベ
イ
ク
ゆ
¢
旨
搾
、
ミ
ソ
タ
カ
寓
ぎ
二
三
ρ
、

ケ
ク
テ
レ
ッ
ク
囚
①
犀
仲
①
属
①
十
一
な
ど
の
泊
地
を
禍
…
ぎ
、
分
水
…
領
置
の
ワ

フ
ジ
ル
峠
ま
で
約
一
五
〇
キ
ロ
、
峠
か
ら
パ
ソ
ジ
ャ
川
上
流
の
ワ
ハ

ソ
漢
谷
を
く
だ
り
、
小
パ
ミ
ー
ル
川
の
合
流
点
ボ
ザ
イ
グ
ソ
バ
ズ

ヒ
づ
O
N
鉱
○
鐸
ヨ
び
9
N
を
渦
一
ぎ
、
ラ
ソ
ガ
ル
U
欝
瓢
σ
q
麟
鴨
に
至
っ
て
は
じ

め
て
集
落
を
み
る
。
サ
ル
パ
ッ
ド
を
経
、
カ
ラ
イ
パ
ソ
ジ
ャ
ま
で
峠

か
ら
約
一
一
四
〇
キ
ロ
、
　
正
業
爾
閑
誰
ル
か
き
り
約
山
口
一
二
〇
キ
ロ
、
　
一
一
〇
議
事
」
山

の
行
程
と
な
る
。
大
パ
ミ
ー
ル
を
合
わ
せ
た
パ
ソ
ジ
ャ
川
を
更
に
く

だ
り
、
イ
シ
ュ
カ
シ
ム
か
ら
サ
ル
ダ
ー
峠
ω
欝
穏
α
ρ
げ
（
二
八
六
〇
米
）

を
越
し
て
コ
ク
チ
ャ
流
域
に
は
い
り
、
ゼ
バ
ッ
ク
、
バ
ラ
ッ
ク
を
経
、

バ
ダ
フ
シ
ャ
ソ
の
主
語
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ジ
ソ
ギ
ス
汗
の
宿
営
地
と
な
っ
た
タ
リ
カ
ソ
↓
巴
一
ρ
欝
＝
を
過
ぎ
、
マ

ザ
リ
シ
エ
リ
フ
の
西
郊
バ
ー
ル
フ
じ
づ
①
扇
げ
ま
で
と
す
れ
ば
、
葉
爾

莞
か
ら
約
一
三
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
と
な
る
。
ま
た
、
イ
シ
ュ
カ
シ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

か
ら
パ
ソ
ジ
ャ
川
に
沿
っ
て
北
難
し
、
ホ
ロ
グ
剛
く
ぎ
き
σ
Q
、
ロ
シ
ャ

ン
物
。
ω
プ
§
を
経
、
カ
ラ
イ
フ
ム
か
ら
ヴ
ァ
ク
シ
ュ
川
流
域
に
は
い

る
か
、
ゼ
バ
ヅ
ク
か
ら
蕾
行
毛
ヒ
ソ
ド
ゥ
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
を
ド
ロ
ー

辱
U
O
お
財
（
四
五
一
四
米
）
　
に
よ
っ
て
越
し
て
、
チ
ト
ラ
ル
に
達
す

　
　
　
ザ
ミ
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
つ

る
こ
と
カ
で
き
る
、
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こ
の
ワ
フ
ジ
ル
越
え
の
常
住
集
落
の
高
度
限
界
は
ダ
フ
ダ
ル
と
ラ

ソ
ガ
ル
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
こ
の
間
の
約
二
五
〇
キ
ロ
、
十
日
行

程
は
無
出
門
地
域
で
あ
る
。
ワ
フ
ジ
ル
峠
に
か
わ
る
迂
騒
路
と
し
て

は
、
塔
什
克
爾
筆
か
ら
シ
ソ
デ
ィ
ω
｝
戸
毒
口
川
を
遡
行
し
、
ネ
ザ
タ

ッ
シ
ュ
峠
窯
。
塁
㌶
。
。
ザ
（
四
五
五
〇
米
）
に
よ
つ
て
群
発
嘩
勒
山
脈
を

越
し
、
ア
ク
川
に
臨
む
ア
ク
タ
ッ
シ
詔
と
詳
霧
ゴ
に
く
だ
る
も
の
が

あ
る
。
ア
ク
タ
ッ
シ
ュ
か
ら
は
小
パ
ミ
ー
ル
と
チ
ャ
ク
マ
ク
湖
Ω
冒
㌣

剛
白
a
（
類
巳
を
経
て
ボ
ザ
イ
グ
ソ
バ
ズ
に
至
る
か
、
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

川
響
け
》
．
財
を
登
り
、
ゾ
ル
ク
ル
湖
、
大
パ
、
ミ
；
ル
を
通
っ
て
カ
ラ
イ

パ
ソ
ジ
ャ
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
ワ
フ
ジ
ル
越
え
を
幹
線
と
み
な
す
理
由
は
、
も
っ
と
電
広
く
か
つ

勾
配
の
小
さ
な
本
流
の
谷
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
地
形
的
障
害
が
少

な
く
、
総
体
的
な
高
度
が
小
さ
い
利
点
が
あ
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

常
住
集
落
を
欠
く
区
間
が
亀
つ
と
も
短
か
い
と
い
う
条
件
が
き
わ
め

て
有
利
に
働
く
。
駄
獣
の
調
達
、
食
糧
、
飼
料
の
運
搬
に
好
都
合
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
悪
天
候
や
盗
賊
に
対
す
る
安
全
の
保
持
が
容

易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
塔
什
克
爾
ワ
ロ
㌣
ま
で
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
大
谷
光
瑞
に
よ
る
と
、

「
団
旗
詫
平
野
の
最
西
端
に
し
て
、
草
鎌
莞
、
塔
什
克
爾
隼
問
に
於

け
る
最
も
繁
盛
の
地
』
な
る
雅
克
里
克
が
ら
、
　
「
砂
礫
遠
く
穿
り
一

望
漠
女
、
只
左
方
遙
か
に
低
丘
の
減
る
を
見
る
の
み
し
の
シ
ャ
イ
タ

ソ
ク
ム
砂
漠
を
横
断
し
、
ア
ル
バ
リ
ッ
ク
川
を
遡
る
。
　
「
一
行
は
河

債
中
を
進
む
を
以
て
岩
石
途
に
横
は
妙
行
歩
太
だ
霞
む
。
」
キ
ジ
ル
、

カ
ラ
の
両
腰
を
越
し
て
ヤ
ー
ル
ソ
グ
川
に
は
い
る
と
、
　
「
此
辺
草
野

広
く
し
て
恰
好
の
牧
場
」
と
な
る
が
、
更
に
西
行
す
る
と
「
漢
谷
漸

く
狭
く
土
地
亦
礫
角
、
山
勢
従
て
兀
突
」
と
な
る
。
、
祇
園
莞
出
発
後

六
日
臼
に
チ
ャ
ヒ
ル
グ
ン
バ
ズ
に
到
着
し
て
い
る
。
途
中
緑
樹
に
お

お
わ
れ
た
オ
ア
シ
ス
が
数
ケ
所
あ
る
が
、
行
程
の
大
部
分
は
不
毛
の

河
谷
で
あ
っ
て
谷
底
は
大
小
の
岩
屑
に
お
お
わ
れ
、
た
め
に
き
わ
め

て
歩
き
に
く
い
。
チ
チ
ク
リ
ッ
ク
高
原
の
横
断
に
つ
い
て
、
　
「
両
山

の
問
な
る
高
原
を
西
南
行
す
。
寒
風
凛
烈
手
足
為
め
に
亀
縮
す
。
登

る
に
従
っ
て
処
々
に
白
雪
あ
り
。
…
…
坂
道
急
な
ら
ざ
れ
ど
竜
一
丘

を
越
ゆ
れ
ば
一
丘
従
て
至
り
其
頂
上
を
知
ら
ず
。
進
む
こ
と
十
哩
許

に
し
て
道
の
右
方
に
一
の
淡
水
湖
あ
り
。
氷
結
し
て
其
上
を
渡
る
べ

し
…
…
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
チ
チ
ク
リ
ッ
ク
峠
付
近
は
、
標
高

大
で
四
季
を
通
じ
て
寒
風
吹
き
す
さ
び
旅
行
者
を
大
い
に
悩
ま
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
輪

　
一
九
三
五
年
の
真
冬
に
塔
克
…
緻
温
什
パ
ミ
ー
ル
を
通
っ
た
タ
イ
ク
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パミ昌ルをめぐる交通賂（酒井）

　
　
　
　
　
⑫

マ
ソ
に
青
る
と
、
十
二
月
二
十
一
日
に
塔
什
克
爾
輩
を
繊
発
し
「
五

日
の
問
一
臼
十
哩
乃
至
二
十
哩
進
み
つ
つ
、
平
坦
な
パ
ミ
ー
ル
の
谷

を
少
し
ず
つ
登
っ
て
い
っ
た
。
夜
は
毎
晩
キ
ル
ギ
ス
人
の
野
営
地
、

す
φ
な
わ
中
。
、
　
ユ
ル
げ
ゲ
ル
、
　
ダ
ブ
漣
タ
ル
、
　
ペ
イ
ク
、
　
ミ
ソ
タ
カ
．
．
．
．
。
．
」

に
泊
る
。
　
「
キ
ャ
ン
プ
に
泊
る
毎
に
、
わ
れ
わ
れ
は
前
の
キ
ャ
ン
プ

よ
り
少
し
高
い
所
に
あ
り
、
谷
は
一
段
と
狭
ぐ
、
雪
氷
も
多
く
な
っ

た
。
：
：
：
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ソ
か
ら
は
平
ら
な
限
界
の
広
い
谷
が
ま
衡
…

に
続
い
て
お
り
、
土
壁
の
家
と
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
部
落
の
あ
る

ダ
フ
グ
ル
を
過
ぎ
る
と
、
こ
の
谷
は
狭
ま
り
、
岩
山
の
潮
境
山
脈
に

突
き
入
る
よ
う
に
山
の
間
へ
右
手
に
折
れ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
⑳

　
カ
！
ゾ
ソ
は
全
州
鋤
｛
巴
什
パ
ミ
ー
ル
に
つ
い
て
、
　
「
こ
れ
は
キ
リ

ッ
ク
峠
の
北
側
直
ぐ
下
に
横
た
わ
る
パ
ミ
ー
ル
で
あ
る
。
ワ
ハ
ソ
へ

の
入
管
ワ
フ
ジ
ル
峠
に
続
く
谷
が
爾
を
限
る
。
こ
の
ワ
フ
ジ
ル
峠
か

ら
ウ
ジ
ャ
ド
バ
イ
ま
で
東
方
へ
の
び
、
そ
こ
で
南
方
の
フ
ソ
ジ
ェ
ラ

ブ
峠
の
方
向
か
ら
く
る
支
流
を
合
わ
せ
、
北
督
し
て
支
那
の
近
什
克

爾
準
に
終
る
。
長
さ
約
六
〇
マ
イ
ル
。
…
…
高
度
は
北
限
の
一
〇
〇

〇
〇
フ
ィ
；
ト
か
ら
西
限
の
一
五
〇
〇
〇
フ
ィ
」
ト
に
わ
た
り
、
幅

は
一
～
五
マ
イ
ル
…
…
」
と
の
べ
、
更
に
、
　
「
ワ
フ
ジ
ル
峠
へ
の
登

り
は
徐
々
た
る
も
の
だ
が
、
一
〇
〇
×
二
五
〇
ヤ
ー
ド
ほ
ど
の
小
…
捌

に
続
く
後
半
部
に
は
け
わ
し
い
登
り
が
あ
る
，
：
：
二
短
い
が
急
な
登

り
で
峠
の
頂
上
を
な
す
平
坦
な
雪
原
に
出
る
。
」
と
い
う
。

　
ス
タ
イ
ソ
は
次
の
如
く
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
タ
ー
グ
ド
ゥ
ン
パ
シ

　
ュ
パ
ミ
ー
ル
↓
ρ
σ
q
ず
α
ヨ
三
）
器
財
℃
鋤
ヨ
貯
の
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る

“
の
が
い
か
に
も
適
切
な
谷
の
こ
の
部
分
は
、
ワ
フ
ジ
ル
峠
か
ら
ダ
フ

ダ
ル
の
や
や
上
流
ま
で
に
限
ら
れ
る
と
い
っ
て
・
も
差
し
支
え
な
い
。

サ
リ
コ
ル
川
の
本
流
と
し
て
ひ
と
つ
．
ら
な
り
の
谷
を
な
し
て
い
る
こ

の
タ
ー
グ
ド
ゥ
バ
シ
ュ
パ
ミ
ー
ル
は
、
五
〇
マ
イ
，
ル
以
上
も
の
長
き

た
わ
た
り
、
谷
底
に
は
幅
広
い
草
地
を
有
し
、
サ
リ
コ
ル
か
ら
ワ
ハ

ン
ま
で
の
便
利
な
交
通
路
と
し
て
、
あ
た
か
も
天
か
ら
与
え
ら
れ
た

か
の
加
浬
く
に
田
調
わ
れ
る
。
　
一
六
二
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
に
近
い
ワ
フ
ジ
ル

庸
は
、
　
な
る
ほ
ど
・
不
ザ
タ
〆
ヅ
　
シ
ュ
峠
や
ベ
イ
ク
峠
稲
よ
ハ
ソ
」
も
山
二
度
一
か
争
ハ

で
、
真
冬
に
は
確
か
に
深
い
雪
に
お
お
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

峠
へ
の
接
近
路
は
策
普
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
著
し
く
容
易
で
あ
る
。

同
様
に
、
バ
ソ
ジ
ャ
川
の
谷
を
ボ
ザ
イ
グ
ソ
バ
ズ
ま
で
、
更
に
ラ
ソ

ガ
ル
ま
で
く
だ
る
に
つ
い
て
も
、
い
か
な
る
困
難
も
提
供
し
て
い
な

い
。
…
…
。
ハ
ジ
ジ
ャ
漢
谷
に
お
い
て
現
に
集
落
が
存
在
し
、
付
近
に

か
つ
て
は
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
ラ
ソ
ガ
ル
を

繊
発
点
と
す
れ
ば
、
旅
行
者
が
ダ
フ
ダ
ル
に
達
す
る
ま
で
旅
程
は
わ
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ず
か
に
一
〇
六
マ
イ
ル
を
越
す
か
越
さ
ぬ
か
に
す
ぎ
ず
、
こ
う
し
て

サ
リ
コ
ル
海
谷
本
流
の
可
耕
地
の
上
限
に
達
す
る
…
…
。
」

．
ワ
ハ
ソ
漢
谷
の
サ
ル
パ
ッ
ド
よ
b
ノ
下
痂
侃
イ
シ
ュ
カ
シ
ム
に
至
”
台
闘
…

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
ス
タ
イ
ン
の
次
の
文
章
を
引
用
す
れ
ば
充
分

で
あ
ろ
う
。
　
「
対
タ
リ
ム
盆
地
交
通
に
占
め
る
ワ
ハ
ソ
の
重
要
性
は
、

ワ
ハ
ソ
が
タ
リ
ム
川
流
域
と
の
分
水
嶺
ま
で
の
こ
〇
〇
マ
イ
ル
の
間
、

致
命
的
な
地
形
上
の
障
害
も
な
く
ひ
き
つ
づ
い
て
交
通
路
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
オ
ク
サ
ス
の
谷
は
底
都
は
狭
い
け
れ
ど
も
、

西
部
の
イ
シ
ュ
カ
シ
ム
地
域
の
前
後
と
、
今
日
菓
寄
り
の
最
高
農
耕

集
落
と
な
っ
て
い
る
サ
ル
パ
ッ
ド
の
上
流
部
と
の
ニ
ケ
所
を
除
い
て
、
・

け
わ
し
い
山
脚
が
川
に
せ
ま
っ
て
い
る
部
分
が
な
い
の
は
不
思
議
な

程
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
難
所
も
距
離
的
に
は
短
か
く
て
一
年
を
通

じ
て
駄
獣
の
通
行
可
態
で
あ
る
。
農
産
物
が
限
ら
れ
た
蚤
に
す
ぎ
な

い
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
け
れ
ど
も
、
ワ
ハ
ン
に
お
け
る
食
糧

供
給
は
こ
れ
を
枝
谷
の
豊
富
な
牧
草
に
依
存
す
る
家
畜
群
に
よ
り
補

う
な
ら
ば
、
こ
の
谷
を
通
る
交
易
商
人
や
旅
人
た
ち
の
需
要
を
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
に
充
分
で
あ
る
…
…
。
」

　
先
に
ワ
フ
ジ
ル
峠
の
補
助
的
な
迂
園
路
と
し
て
あ
げ
た
、
ネ
ザ
タ

ッ
シ
ュ
峠
、
小
パ
ミ
ー
ル
経
由
で
、
塔
什
克
爾
隼
、
ラ
ン
ガ
ル
間
は

約
一
九
〇
キ
ロ
、
ネ
ザ
タ
ッ
シ
ュ
峠
、
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
損
、
大
パ
ミ

ー
ル
経
由
で
、
塔
什
克
爾
撃
、
ラ
ソ
ガ
ル
キ
シ
ュ
ト
い
巳
μ
σ
q
愚
図
一
ω
簿

間
は
約
二
九
〇
キ
ロ
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
距
離
は
い
ず
れ
も
ワ
フ
ジ

ル
峠
越
え
の
本
道
よ
り
も
長
い
が
、
ス
タ
イ
ソ
に
よ
る
と
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
の
融
雪
に
よ
る
増
水
期
に
は
、
大
パ
ミ
ー
ル
を
隠
る
道

が
も
っ
と
も
通
過
容
易
な
利
点
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
ネ
ザ

タ
ッ
シ
ュ
峠
に
至
る
シ
ソ
デ
ィ
川
の
増
水
が
岡
じ
障
害
と
な
る
。

「
蛉
か
ら
開
け
た
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
の
谷
ま
で
の
く
だ
り
は
、
約
二

〇
マ
イ
ル
に
も
わ
た
り
シ
ソ
デ
万
川
の
狭
い
絶
壁
の
中
を
通
ら
ね
ば

な
ら
ず
、
ト
ロ
ッ
タ
が
ヤ
ル
カ
ソ
ド
使
触
目
団
報
　
北
口
浮
田
に
、
　
『
こ
の
叫
邉

は
荷
物
を
積
載
し
た
駄
獣
に
と
っ
て
殊
の
他
困
難
で
あ
る
。
』
　
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

べ
て
い
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
」
と
ス
タ
イ
ソ
は
い
う
。

五
ミ
ン
タ
力
越
え
ル
ー
ト

　
塔
里
木
盈
地
か
ら
北
西
部
印
度
に
達
す
る
た
め
に
は
、
毘
裾
ま
た

は
カ
ラ
コ
ル
ム
を
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
山
系
と
も
に
数
条

の
平
行
す
る
山
脈
か
ら
な
姶
、
幅
が
広
く
横
断
す
べ
き
距
離
は
き
わ

め
て
長
い
。
更
に
イ
ン
ダ
ス
河
の
南
で
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
す
。
カ
ラ

コ
ル
ム
に
分
け
い
る
イ
ン
ダ
ス
の
支
流
、
フ
ソ
ザ
川
と
シ
鴛
ー
ク
川
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パミールをめぐる交通路（酒井〉

の
漢
谷
を
利
用
す
る
二
本
の
主
要
な
交
通
路
が
あ
る
，
す
な
わ
ち
ミ

ソ
タ
カ
峠
を
越
し
て
バ
ル
チ
ス
タ
ン
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
串
る
も
の
と
、

カ
ラ
コ
ル
ム
峠
を
越
し
て
ラ
ダ
ッ
ク
の
レ
ー
に
出
る
も
の
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
ず
前
者
を
の
べ
よ
う
。

　
喀
什
噛
爾
あ
る
い
は
葉
爾
莞
か
ら
塔
克
敏
巴
什
パ
ミ
ー
ル
を
登
る

ま
で
は
ワ
フ
ジ
ル
越
え
と
同
じ
で
あ
る
。
ミ
ソ
タ
カ
か
ら
南
西
に
羊

蹄
を
登
り
、
ミ
ソ
タ
カ
峠
駕
一
虫
け
巴
（
孚
（
四
七
〇
六
米
）
を
」
越
し
て
フ

ソ
ザ
川
上
流
町
の
ミ
ス
ガ
ル
（
三
〇
九
八
米
）
に
至
る
ま
で
の
七
四
キ

ロ
、
三
日
行
程
が
、
主
分
水
嶺
を
横
断
す
る
部
分
で
あ
る
。
勾
配
大

で
困
難
な
道
で
は
あ
る
が
、
ヤ
ク
や
馬
な
ど
の
乗
用
獣
お
よ
び
駄
獣

に
よ
る
通
行
は
辛
う
じ
て
可
能
で
あ
る
。
駄
獣
利
用
の
交
通
に
対
す

る
障
害
は
、
む
し
ろ
フ
ソ
ザ
川
峡
谷
部
に
は
い
っ
て
か
ら
あ
ら
わ
れ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ハ
イ
バ
ル
内
げ
巴
σ
錠
、
パ
ス
勺
霧
郎
な
ど

の
オ
ア
シ
ス
集
落
を
通
る
途
中
の
峡
谷
内
の
通
過
と
、
そ
の
末
端
が

本
谷
に
達
し
て
い
る
、
パ
ツ
う
じ
d
暮
霞
9
、
パ
ス
な
ど
の
氷
河
の
横

断
が
よ
り
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。
谷
の
水
量
が
減
ず
る
冬
季
に
は
谷

底
を
通
り
、
夏
の
増
水
期
に
は
断
崖
に
さ
し
か
け
ら
れ
た
横
道
を
通

る
部
分
が
・
あ
る
。
概
し
て
い
え
ば
交
易
商
晶
の
大
量
輪
送
に
は
余
り

好
適
で
な
く
、
急
を
要
す
る
旅
人
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
、

　
ミ
ン
タ
カ
峠
の
北
西
に
は
キ
リ
ッ
ク
峠
麟
厳
渥
（
四
七
五
八
米
）
が

あ
り
、
東
に
は
カ
ル
テ
エ
ナ
イ
峠
閤
震
。
『
①
5
巴
、
フ
ソ
ジ
ェ
ラ
ブ
峠

．
囚
7
轟
コ
一
Φ
崇
轡
げ
（
四
七
〇
一
二
米
）
、
　
｝
更
に
オ
プ
ラ
ソ
峠
○
剛
）
灘
二
“
σ
q
が
あ
る
。

キ
リ
ッ
ク
峠
は
ミ
ソ
タ
カ
峠
よ
り
容
易
に
越
せ
る
が
一
日
遠
廻
り
に

な
る
。
峠
か
ら
約
二
二
〇
キ
ロ
、
六
日
隠
に
、
　
「
見
事
に
作
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

段
丘
耕
作
地
と
雪
兎
溝
と
立
木
が
あ
る
」
フ
ソ
ザ
地
方
の
主
邑
バ
ル

テ
ィ
ッ
ト
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
フ
ソ
ザ
河
谷
を
ギ
ル
ギ
ヅ
ト
ま
で
約

　
一
〇
〇
キ
ロ
、
四
日
行
程
と
さ
れ
て
い
る
。

　
貯
蓄
克
爾
筆
か
ら
ミ
ソ
タ
カ
峠
ま
で
諸
刃
四
〇
キ
ロ
、
鰭
か
ら
ギ

ル
ギ
ッ
ト
ま
で
は
約
二
三
〇
キ
ロ
、
葉
爾
莞
・
ギ
ル
ギ
ッ
ト
間
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
〇
キ
ゆ
、
普
璽
西
潟
行
程
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
無
居
住

地
域
は
ダ
フ
ダ
ル
・
ミ
ス
ガ
ル
間
の
約
一
二
〇
キ
ロ
、
四
臼
の
行
程

と
な
る
。

　
ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
パ
ン
ジ
ャ
ブ
平
原
に
出
る
最
短
路
は
、
ギ
ル
ギ

　
ッ
ト
川
に
沿
っ
て
く
だ
り
、
イ
ン
ダ
ス
本
流
の
合
流
点
の
下
手
で
左

爆
に
渡
り
、
支
流
の
ア
ス
ト
ル
川
》
。
。
伴
霞
に
沿
っ
て
登
る
。
大
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
主
山
脈
を
ブ
ル
ジ
ル
峠
ゆ
霞
N
臨
（
四
二
〇
二
米
）
　
で
越
し
ス

リ
ー
ナ
ガ
ル
に
至
る
。
距
離
は
約
三
二
〇
キ
ロ
、
十
二
日
行
程
で
あ
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や
こ
こ
か
ら
は
ジ
ェ
ル
ム
川
に
沿
い
9
り
し
臼
嚢
の
．
奮
テ

ワ
ル
ピ
ソ
デ
ィ
に
出
る
か
、
バ
ニ
ハ
ル
峠
ゆ
ρ
巴
げ
a
（
二
八
三
三
米
）

を
越
し
チ
ェ
ナ
ブ
川
を
渡
っ
て
ジ
ャ
ム
ー
宣
ヨ
影
g
に
出
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
約
三
〇
〇
キ
ロ
で
あ
る
。

　
ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ダ
ス
河
　
に
沿
い
、
テ
ラ
ス
Ω
μ
蕪
あ
、
サ
ジ

ー
ソ
ω
震
ぼ
を
経
、
ア
ボ
ッ
タ
バ
ー
ド
諺
σ
σ
葺
夢
σ
銭
に
達
す
る

も
の
、
テ
ラ
ス
か
ら
バ
プ
サ
ル
峠
U
ゆ
ρ
げ
信
。
。
ρ
醜
（
圏
一
七
六
米
）
、
カ
ガ

ソ
・
魏
舛
σ
Q
諺
経
由
同
地
に
達
す
る
も
の
が
あ
り
、
な
お
、
ダ
レ
ル

O
錠
①
｝
の
山
地
を
越
し
て
直
接
テ
ラ
ス
、
サ
ジ
ー
ソ
に
至
る
詩
道
が

あ
る
。

　
他
に
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ダ
ス
河
谷
を
遡
り
ス
カ
ル
ド
辺
《
甲

　
　
　
⑧

猛
二
を
経
、
レ
ー
に
至
る
道
と
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
川
を
西
へ
遡
る
道
も

あ
る
。
後
者
に
は
、
イ
シ
ュ
ゴ
マ
ソ
川
器
覧
6
営
窪
、
　
ヤ
シ
ソ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

磯
ρ
ω
営
を
遡
る
も
の
と
、
ギ
ザ
ル
○
プ
貯
霞
か
ら
チ
ャ
モ
ル
カ
ソ
ド

峠
O
げ
斜
諺
○
臨
（
麟
鐸
山
（
四
三
四
四
米
）
ま
た
は
シ
ャ
ソ
ド
ウ
ル
ω
匿
勲
ロ
伽
β
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
三
七
二
〇
米
）
峠
に
よ
っ
て
マ
ス
ッ
ジ
に
至
る
も
の
と
が
あ
る
。
マ

ス
ツ
ジ
か
ら
チ
ト
ラ
ル
川
を
く
だ
り
、
チ
ト
ラ
ル
か
ら
ラ
ワ
ラ
イ
峠

ピ
ρ
乏
錠
訟
（
三
一
一
八
米
）
を
越
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
達
す
る
。

六
　
カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
ル
ー
ト

　
心
票
爾
…
晶
晶
ま
た
は
和
ド
閣
隅
か
ら
〃
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
を
通
っ
て
レ
ー
に
至
る

　
　
　
⑪

交
通
路
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ま
ず
塔
里
木
盆
地
の
す
ぐ
南
方
に
立
ち
は
だ
か
る
子
器
山
脈
を
次

の
四
つ
の
峠
の
ど
れ
か
に
よ
っ
て
越
す
。
西
か
ら
ヤ
ソ
ギ
畷
窪
σ
q
陣

（
四
九
二
三
米
）
、
カ
ル
リ
ク
開
9
二
欝
（
標
悔
未
詳
）
、
キ
リ
ア
ソ
閑
艶
欝
昌

　
（
五
四
六
三
米
）
、
サ
ソ
ジ
ュ
　
ω
9
黒
質
（
五
〇
七
八
米
）
の
順
に
並
ん
で

　
い
る
。
次
に
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
支
脈
、
大
陸
の
真
の
分
水
嶺
上
に

位
羅
す
る
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
（
五
五
七
二
米
）
を
越
す
。
最
後
に
シ
ョ
ー

　
ク
用
と
イ
ン
ダ
ス
本
流
の
間
を
幣
束
歯
す
る
ラ
ダ
ク
山
脈
を
、
カ
ル

ド
・
ソ
峠
一
h
ρ
穏
傷
o
p
σ
Q
（
五
三
六
八
轟
く
）
ま
た
け
喩
ア
イ
ガ
ル
峠
U
一
σ
q
ρ
増
（
五

四
六
八
米
）
で
越
し
て
レ
ー
に
達
す
る
。
　
こ
の
カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
は

数
本
の
支
線
を
有
し
、
夏
道
目
ρ
げ
冨
け
診
比
と
冬
道
N
㊤
ヨ
富
山
艮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
陸
の
主
分
水
嶺
は
い
ず
れ
も

・
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
　
に
よ
っ
て
越
す
Q

　
夏
道
は
葉
爾
莞
か
ら
恰
下
品
羅
克
を
通
妙
、
キ
リ
ア
ソ
お
よ
び
サ

　
ン
ジ
ェ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
ア
ソ
峠
、
サ
ソ
ジ
ュ
峠
を
絨
［
し
、
喀
剣

略
什
川
上
流
の
谷
に
お
り
る
。
こ
の
谷
を
ス
ゲ
ッ
ト
ま
で
遡
9
ス
ゲ
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バ．ミールをめぐる交通路（酒井）

N蹴欺唖舳獄．

Gilgitへ

繍u

＼
　　　　N

　　，！　　　　、、

　　r　　　　　　　　　、

ガ　　　　　　　　　　　　　ヘモ
4ソど∠【乞　．35Sl　、、、、

を経■。SrinagarK

噂唯

曳
、
S

噛
、

、
／

葉舘詫②
　IS51　t
　　　l
　　　；it

や
鄭

　　　　　　、ρ可可牙
　　　　　　ノ

　　　　　呉瀦〃〃ηρ
　　　　　132？8
　　　　　ヤ

　　　　　号、
　　　　　　・、伽オ
　　　　　　　し　　　冶雛蜘d、

＼暁鱒も黛・

　　　　　　　　　Al¢agh

　　　　　　　　　　　　，’7

　　　　　　　　　　　，’
　　　　　　伯！凌伽物ρ～t

　　　　　　伽施協∠

　　　・・eN・；panatnik

　　　　　　　　　謡ご69

　R）x、　　　　　　　’
、鴨腫　　　　’　　　　讐』

　　　　　’亀・一、↓e

　　　　　　　§誌
　　　　　　　　　※、ノ
　　Baha∠己‘施ρ494ゴ・∀
　　を経イ，SiTnlεしへ　　順

　　　　　　　　　　0　　　　　　　　・loe

　　　　　　　　　　一～　　　　　　　　　　　　　　　Krn

＼卿懇莞
　1＼　＼
　コ　　ヘ　　　　　ヘ

ノ’＼＼＿・礁
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、
’　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、
ノ　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ

19。4　　ン＼　／　”鱒旧＼、ag劇。客f＄

　　　　　しざ懐∴換珠　　’、‘句　＼、
　　　　　　、、　　　　　、　184a　　　　　　　　　　　　　　　 モF閥
　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
　　　　　　，　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
　　　　　　ぽ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　，　　！　　　　　令／
・ノぐ 潤E癖飽ダ
　　　　　　，」一r一顧曽”　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
髄殉 Ar，Shahlduilaコ、　　　　　　　　　　　ノ！’

　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：t＼辮・轡鯉

伽喚ろδρ、。。9

努轟妙巡鞠。

　　　　　　　re　56’OO

　　　　　　　　　　　　1，

5572＼励㌻Beg・ビ》
　　　　　　　　　　（’v

　　Plat，e，　，q．u　Y，i

　　　　　　　　　　）・t

　　　　K．：　’：，

　　　　　｝・　　　　’楽5767

　　　　　蔦　　　｝
kaD　Satti　〈．．　t’
　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　ノ

寧
r

第三図　力ラコルム越えルー・卜

79　（719）’



ッ
ト
峠
ω
漏
α
Q
簿
（
五
ヨ
七
一
米
）
を
越
し
て
、
電
脳
完
川
源
流
の
泊
地

ア
ク
タ
ー
グ
》
犀
鍵
α
Q
げ
に
着
く
。
　
一
方
冬
道
は
恰
爾
嘔
月
産
、
コ
ク

ヤ
ル
国
○
犀
囮
餌
憎
を
経
一
、
　
ア
ク
コ
ル
ム
峠
諺
ぽ
匿
O
H
9
ヨ
（
三
二
七
八
米
）
、

ヤ
ソ
ギ
峠
を
通
っ
て
葉
爾
禿
川
上
流
に
お
り
、
こ
の
谷
を
ア
ク
タ
ー

グ
ま
で
遡
っ
て
夏
道
に
合
す
る
。
カ
ラ
コ
ラ
ム
峠
を
越
し
て
シ
ョ
ー

ク
川
源
流
の
泊
地
ダ
ウ
ラ
ト
ベ
グ
ル
デ
ィ
で
、
再
び
両
道
は
分
か
れ

る
。
夏
道
は
標
高
五
三
〇
〇
米
に
近
い
デ
プ
サ
ン
高
原
を
横
断
、
ム

ル
ゴ
、
サ
シ
ル
ω
器
冒
を
経
、
サ
シ
ル
鮨
（
五
一
二
六
八
米
）
を
越
し
て

ヌ
ブ
ラ
流
域
に
は
い
る
。
ヌ
ブ
ラ
渓
谷
を
く
だ
り
パ
ナ
ミ
ッ
ク
を
過

ぎ
、
サ
テ
ィ
ω
舞
江
で
シ
ョ
ー
、
ク
川
を
渡
り
、
カ
ル
ド
ソ
峠
に
よ
つ

て
レ
ー
に
達
す
る
。
冬
道
は
徹
頭
徹
尾
シ
。
ー
ク
河
谷
を
く
だ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
モ
男
一
堂
○
、
ク
ム
ダ
ン
穴
自
ヨ
0
9
瓢
両
氷
河
の
末
瑚
踊
を
渡
り
、
南
車
果

養
し
て
シ
ョ
ー
ク
大
屈
曲
点
に
至
り
、
北
西
に
転
じ
て
ア
ク
ギ
ア
ム

≧
面
㌶
目
ま
で
く
だ
る
。
　
こ
こ
で
シ
ョ
ー
ク
川
か
ら
分
か
れ
デ
ィ

ガ
ル
陣
を
越
し
て
レ
ー
に
達
す
る
。

　
葉
群
莞
か
ら
コ
ク
ヤ
ル
道
で
ガ
ラ
コ
ル
ム
峠
ま
で
約
七
一
〇
キ
ロ
、

睦
か
ら
サ
シ
ル
道
で
レ
ー
ま
で
約
二
七
〇
キ
ロ
、
合
計
一
〇
〇
〇
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ロ
、
普
通
一
二
〇
β
行
程
と
さ
れ
る
。
常
佳
集
落
の
高
限
は
、
塔
里
木

盆
地
側
で
は
コ
ク
ヤ
ル
（
一
九
穴
四
米
）
、
キ
リ
ア
ソ
（
二
二
四
二
米
）
、

サ
ソ
ジ
ュ
二
八
四
二
米
4
な
ど
に
、
ラ
ダ
ク
側
で
は
バ
ナ
ミ
ッ
ク
へ
三

一
六
九
米
）
に
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
全
行
程
の
約
半
分
、
一
四

乃
至
一
六
臼
は
無
屠
住
地
域
を
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
箆
衛
山
脈
を
越

　
　
　
　
⑱

す
三
つ
の
峠
の
内
、
カ
ル
リ
ク
峠
が
も
っ
と
も
容
易
で
距
離
も
短
い

が
、
フ
ソ
ザ
地
方
住
民
の
襲
撃
を
蒙
る
こ
と
多
く
一
般
の
隊
商
に
は

そ
の
通
行
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
キ
リ
ア
ソ
か
ら
キ
リ
ア
ン
川
を
遡

る
こ
と
四
日
で
達
せ
ら
れ
る
キ
リ
ア
ソ
峠
は
、
商
議
し
た
家
畜
の
通

行
は
不
可
能
で
あ
る
が
そ
れ
ほ
ど
通
過
に
困
難
で
は
な
い
。
サ
ソ
ジ

ュ
か
ら
サ
ソ
ジ
ュ
川
を
遡
る
こ
と
四
日
で
達
せ
ら
れ
る
サ
ン
ジ
ュ
峠

は
、
標
高
は
低
い
が
も
っ
と
も
困
難
で
あ
り
、
峠
越
え
に
は
ヤ
ク
を

使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
コ
ク
ヤ
ル
か
ら
ア
ク
コ
ル
ム
峠
「
、
ヤ
ソ
ギ
峠

を
経
、
　
ク
ラ
ヌ
ル
デ
ィ
磐
越
雰
瓢
巳
a
か
ら
葉
爾
玉
川
本
流
の
谷
を

遡
る
道
は
も
っ
と
も
容
易
で
あ
る
が
、
増
水
期
に
は
通
れ
な
い
の
で

冬
道
専
用
と
さ
れ
て
い
る
。

　
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
は
標
高
が
著
し
く
大
で
あ
る
が
、
氷
河
は
な
く
夏

に
は
雪
も
消
え
て
し
ま
う
し
、
峠
の
南
北
と
も
勾
配
は
比
較
的
緩
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
で
あ
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
閥
難
で
は
な
い
。
最
大
の
難
所
は
氷
河
上

を
歩
か
ね
ば
額
ら
な
い
サ
シ
ル
、
カ
ル
ド
ソ
．
の
両
峠
と
、
登
り
く
だ

り
と
も
に
急
で
、
真
夏
に
も
寒
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
デ
プ
サ
ン
高
原
で
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あ
る
。
サ
テ
ィ
に
お
け
る
シ
ス
ー
ク
川
の
繊
断
も
困
難
で
、
大
き
な

隊
商
に
と
っ
て
は
そ
の
駄
獣
群
の
渡
河
に
際
し
多
大
の
時
間
を
要
し
、

荷
物
を
家
畜
も
ろ
と
も
水
流
に
奪
わ
れ
る
危
険
も
少
く
な
い
。

　
弓
馬
、
夏
道
に
お
い
て
け
署
塑
度
㎜
隅
九
〇
〇
米
旧
以
・
上
の
峠
六
つ
を
絨
鰯

す
こ
と
に
な
る
が
、
家
姦
の
疲
労
が
大
で
時
に
発
死
す
る
こ
と
竜
稀

で
な
い
の
で
、
酷
寒
の
不
利
は
あ
る
に
し
て
も
、
通
行
容
易
な
減
水

期
の
谷
底
を
通
る
冬
道
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
を
通
ら
な
い
支
線
と
し
て
は
、
和
閥
か
ら
ヒ
ソ
ド

ウ
タ
ッ
シ
ュ
峠
国
貯
自
暮
霧
げ
（
五
四
一
三
米
）
を
越
し
て
喀
鋼
喀
什
川

上
流
域
に
は
い
る
も
の
が
あ
る
。
西
蔵
の
チ
ャ
ン
タ
ソ
（
北
原
）
に

続
く
ア
ク
サ
イ
チ
ソ
高
原
≧
畠
巴
。
葺
口
を
横
断
し
て
、
　
シ
ョ
ー
ク

川
の
支
流
チ
ャ
ソ
チ
エ
ソ
モ
川
O
ぴ
黛
ざ
財
①
郎
ヨ
○
流
域
に
は
い
り
、

タ
ソ
ク
セ
8
ρ
乱
窮
①
経
由
レ
ー
に
至
る
。
利
用
慶
は
と
る
に
た
ら
ぬ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
レ
ー
（
三
五
〇
六
米
）
は
対
新
…
彊
貿
易
の
重
要
な
仲
継
地
で
あ
吟
、

隊
商
は
こ
こ
で
駄
獣
や
食
糧
の
供
給
を
う
け
る
。
こ
の
レ
ー
か
ら
パ

ン
ジ
ャ
ブ
平
原
に
出
る
主
要
道
路
は
二
本
あ
る
。
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
主

出
脈
を
バ
ラ
ラ
チ
ャ
峠
切
P
箒
ピ
曽
O
プ
ρ
（
四
九
四
一
米
）
で
越
し
て
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ム
ラ
ま
で
約
七
四
〇
キ
ロ
、
一
二
六
日
行
程
で
あ
り
、
ゾ
ー
ジ
峠
N
o
冠

い
⇔
（
一
…
董
一
∴
一
米
）
を
越
し
て
ス
リ
ナ
ガ
ル
ま
で
約
三
八
○
キ
ロ
、

一
四
賦
行
程
と
さ
れ
る
。

七
　
主
要
交
通
路
の
総
括

　
右
に
の
べ
た
五
本
の
交
通
路
線
を
略
記
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

　
e
　
テ
レ
ヅ
ク
越
え
　
塔
里
木
と
フ
ェ
ル
ガ
ナ
を
結
ぶ
。
喀
什
鵬

爾
・
オ
ッ
シ
ュ
間
は
約
四
〇
〇
キ
ロ
、
十
⊥
一
日
行
細
樫
、
紐
｛
居
住
地
域

は
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
・
グ
ル
チ
ャ
間
混
一
〇
〇
キ
ロ
、
四
日
行
程
。

　
⇔
　
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
越
え
　
塔
里
木
と
ト
ラ
ソ
ス
オ
ク
シ
ア
ナ
を

結
ぶ
。
喀
什
疑
雲
・
ス
タ
！
リ
ナ
バ
；
ド
間
は
約
八
○
○
キ
ロ
、
三

十
日
行
程
、
無
居
住
地
域
は
イ
ル
ケ
シ
ュ
タ
ム
・
ダ
ラ
ウ
ト
ク
ル
ガ

ソ
間
約
一
五
〇
キ
ロ
、
五
日
行
程
。

　
飼
　
ワ
フ
ジ
ル
絨
｝
え
　
塔
里
木
と
ト
ラ
ン
ス
オ
ク
シ
ア
ナ
を
結
ぶ
。

葉
爾
莞
・
カ
ラ
イ
パ
ソ
ジ
ャ
問
は
約
六
三
〇
キ
ロ
、
二
十
田
行
程
、

無
屠
住
地
域
は
ダ
フ
ダ
ル
・
ラ
ソ
ガ
ル
間
約
二
五
〇
キ
ロ
、
十
田
行

程
。　

　
四
　
ミ
ン
タ
ヵ
越
え
　
土
塁
木
と
印
度
を
結
ぶ
。
葉
爾
今
・
ギ
ル

ギ
ッ
ト
間
は
約
六
一
〇
キ
ロ
、
二
四
珊
行
程
抽
、
鉦
州
履
住
地
域
は
ダ
フ

ダ
ル
ー
・
・
ス
ガ
ル
間
約
一
二
〇
キ
ロ
、
四
丁
行
程
。
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㈲
　
カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
　
塔
【
里
木
と
印
度
を
結
ぶ
。
葉
爾
志
尤
・
レ

i
闘
は
帰
一
〇
〇
〇
キ
ロ
、
三
〇
β
行
程
、
高
度
四
九
〇
〇
米
以
上

の
鮨
を
三
乃
至
六
越
し
、
行
程
の
半
分
は
無
居
住
地
域
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
路
は
い
ず
れ
も
非
常
に
古
い
時
代
か
ら
利
用
さ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
先
史
時
代
の
こ
と
は
さ
て

お
き
、
文
献
的
資
料
に
確
証
を
み
い
だ
し
う
る
事
実
に
限
っ
て
も
、

テ
レ
ッ
ク
越
え
と
ワ
フ
ジ
ル
越
え
は
前
工
世
紀
の
豊
野
の
大
月
氏
旅

＠行
に
よ
り
、
タ
ウ
ン
ム
ラ
ン
越
え
は
一
世
紀
末
頃
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

商
人
マ
エ
ス
の
代
理
人
の
セ
レ
ス
と
の
交
易
に
よ
り
、
ミ
ソ
タ
カ
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

え
は
五
世
紀
初
頭
の
渡
印
巡
礼
僧
愛
戯
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
e
と
⇔
に
つ
い
て
は
交
通
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
ら
し
く
、
唐
代
の
中
国
側
資
料
に
そ
の
記
事
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
㈹
に
つ
い
て
は
そ
の
歴
史
を
余
り
古
く
は
さ
か
の
ぼ

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
唐
と
吐
蕃
と
が
塔
里
木
盆
地
地
方
の

支
配
権
を
糟
争
っ
た
七
世
紀
後
半
に
、
こ
の
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
付
近
の

交
通
路
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
に
よ
り
屯
そ
の
地
形
の
険
陽
と
高
度
に
よ
る
酷
寒
、
広
範
囲
に

わ
た
る
無
人
地
帯
と
い
う
悪
条
件
は
、
あ
い
と
も
な
っ
て
こ
の
道
の

利
用
を
避
難
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
翼
突
に
い
え
る
。
し
か
も
独

立
小
王
国
と
し
て
勇
猛
を
も
つ
て
知
ら
れ
た
フ
ソ
ザ
地
方
住
民
の
掠

奪
竜
恐
れ
ら
れ
た
の
で
、
、
ミ
ソ
タ
カ
越
え
ル
ー
ト
と
と
も
に
、
巡
礼
、

隊
商
な
ど
の
旅
行
者
に
と
っ
て
は
決
し
て
良
好
な
交
通
路
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
塔
・
湾
刃
盆
地
か
ら
フ
ェ
ル
ガ
ナ
へ
ゆ
く
テ
レ
ッ
ク
誠
…
え
、
ト
ラ
ソ

ス
オ
ク
シ
ア
ナ
へ
ゆ
く
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
越
え
と
ワ
フ
ジ
ル
越
え
の
三

本
の
道
は
、
中
国
と
西
方
、
印
度
を
結
ぶ
東
西
交
通
の
主
流
が
南
海

航
路
に
移
っ
て
の
ち
も
、
盛
ん
に
利
絹
さ
れ
続
け
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
路
線
上
に
行
わ
れ
た
貿
易
の
概
況
を
、
今
世
紀
初

頭
前
後
に
つ
い
て
眺
め
て
お
こ
う
。

　
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
一
八
七
六
年
の
詩
評
と
ロ
シ
ア
の
貿
易
額
に
つ

い
て
次
の
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

　
経
路
洌
　
　
　
　
輸
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
輸
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ブ
ル
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ブ
ル
　
　
　
　
％

　
ト
ク
マ
ク
　
・
九
四
一
、
七
五
・
九
　
八
五
・
五
　

一
八
九
、
六
四
五
　
七
六
・
五

　
カ
ラ
コ
ル
　
　
　
四
〇
、
五
四
一
二
　
　
　
三
・
七
　
　
　
　
五
、
○
穴
七
　
　
　
二
・
0

　
オ
ッ
シ
島
　
　
一
一
．
七
、
九
二
〇
　
　
一
〇
・
ヒ
　
　
　
五
三
、
三
五
六
　
　
二
一
・
五

合
計
　
　
一
、
一
〇
一
、
二
二
二
　
　
　
　
　
二
四
八
、
〇
六
八

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
新
彊
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
額
は
輸
入
額
の
四
倍

以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
、
商
品
輸
送
路
と
し
て
は
ト
ク
弓
、
ク
か
ら
伊
黎
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パミールをめぐる交通路（酒井）

に
達
す
る
も
の
を
第
一
と
し
、
テ
レ
ヅ
ク
越
え
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
カ

ラ
コ
ル
（
旧
名
プ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
リ
ス
ク
）
か
ら
！
羅
窄
底
爾
…
達
坂
頃
①
α
£
H
）
㍗

零
ρ
置
（
四
二
五
〇
米
）
に
よ
っ
て
鳥
什
お
よ
び
阿
克
蘇
に
至
る
道
も
僅

か
な
が
ら
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
品
目
に
つ
い
て
み
・
る
と
、

輸
出
は
綿
花
八
一
％
が
圧
倒
的
に
多
く
、
図
葉
％
、
長
衣
四
％
、
フ

ェ
ル
ト
ニ
％
の
順
に
続
き
、
輸
入
は
綿
布
四
三
％
、
羊
二
〇
・
五
％
、

茶
二
二
・
五
％
、
鉄
器
具
五
％
、
砂
糖
、
染
料
そ
の
他
雑
貨
と
な
っ

て
い
る
。
対
印
度
貿
易
は
不
明
で
あ
る
と
し
、
た
だ
、
一
八
七
三
…

七
四
年
に
八
○
万
ル
；
ブ
ル
の
金
額
に
の
ぼ
る
商
品
が
、
隊
商
に
よ

り
印
度
か
ら
葉
爾
莞
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
、
絹
、
羊
毛
、
阿

片
な
ど
二
〇
万
ル
ー
ブ
ル
が
輸
出
さ
れ
た
と
の
べ
て
い
る
。

　
一
九
〇
六
1
七
年
に
新
張
を
旅
行
し
た
擬
野
強
は
次
の
如
く
の
べ

　
　
⑭

て
い
る
。
　
「
露
国
よ
り
す
る
輸
入
貨
物
は
、
伊
黎
最
屯
多
く
、
塔
爾

巴
喀
台
、
喀
什
璃
爾
よ
り
す
る
も
の
之
に
次
ぐ
。
其
他
斉
桑
方
面
よ

り
故
城
に
至
る
も
の
有
り
と
云
ふ
。
…
…
．
露
国
よ
り
輸
入
す
る
貨
物

の
大
宗
は
更
紗
に
し
て
、
陶
製
鉄
製
の
食
器
家
什
之
に
次
ぎ
、
他
は

絨
、
毛
布
、
唐
繍
子
、
砂
糖
、
染
料
及
日
用
雑
貨
と
し
、
莫
領
印
度

よ
り
輸
入
す
る
貨
物
は
、
　
「
モ
ス
リ
ン
偏
製
の
被
巾
、
白
布
、
更
紗
、

靴
革
、
真
珠
、
珊
瑚
、
婦
人
用
装
飾
品
、
帽
子
用
金
銀
禰
等
と
し
、

清
国
内
地
よ
り
の
入
貨
は
、
絹
布
、
茶
、
砂
糖
、
煙
草
其
他
n
口
慰
雑

貨
と
す
。
又
新
講
よ
り
清
国
内
地
及
露
国
、
印
度
等
に
向
て
輪
益
す

る
大
宗
は
、
馬
、
牛
、
羊
、
酪
駝
等
の
家
畜
類
、
共
の
毛
皮
及
棉
花
、

干
魚
、
砂
金
、
敷
物
類
と
す
Q
し

　
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
対
新
曲
貿
易
の
位
置
は
、
マ

ハ
チ
ェ
ッ
ク
の
一
九
〇
八
年
度
に
お
け
る
次
の
数
字
に
み
ら
れ
る
で

　
　
⑧

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
醐
　
　
　
　
　
　
い
臼
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
演
　
　
　
i
一

　
相
手
嫡
　
　

率
入
答

　
　
　
　
　
　
　
百
万
ル
ー
ブ
ル
　
　
　
　
％

ペ
ル
シ
ア
　
　
　
　
五
隔
六
　
　
三
五
・
四

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
　
一
丁
七
五
　
一
七
。
四

支
　
那
　
　
　
七
・
四
五
四
七
・
二

　
合
　
計
　
　
　
一
五
・
八

乙’

o
八

つ

盛

四

9

天

三

六
・璽輪
＿刀
　ノレ

五1出
　プ
三ル額
八

一％

　
こ
れ
に
よ
る
と
新
灘
は
ロ
シ
ア
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
対
外
貿
易
に
お

い
て
、
金
額
の
点
で
半
ば
に
近
い
重
要
な
地
位
を
点
め
る
こ
と
に
な

る
。　

新
彊
・
印
度
間
の
交
通
路
の
商
品
輪
郭
の
た
め
の
利
用
率
に
つ
い

て
は
、
一
二
上
正
利
琉
が
カ
ザ
ッ
ク
の
著
者
か
ら
引
用
し
た
次
の
数
字

　
　
　
　
㊥

が
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
一
年
　
　
一
九
三
二
年

　
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
糊
選
　
　
六
一
二
％
　
　
　
　
五
四
％
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ミ
ン
タ
カ
峠
道
川
　
一
九

　
チ
ト
ラ
ル
道
　
　
　
　
二
九
　
　
　
　
　
二
六

　
カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
が
六
割
ま
で
占
め
る
の
は
説
明
を
要
し
な
い
が
、

ミ
ソ
タ
カ
越
え
の
険
路
よ
り
も
、
チ
ト
ラ
ル
か
ら
ヤ
ル
フ
ソ
川
を
遡

り
、
バ
ロ
ギ
ル
峠
か
ら
ワ
ハ
ン
に
は
い
る
ル
ー
ト
が
よ
り
多
く
利
旧
川

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
Q

あ
　
と
　
が
　
き

　
す
で
に
一
九
王
○
年
に
ア
ル
ト
シ
ト
ロ
エ
ソ
探
検
隊
は
、
無
限
軌

道
を
装
備
し
た
特
殊
自
動
車
を
用
い
て
ス
リ
ナ
ガ
ル
か
ら
ミ
ソ
タ
カ

越
え
を
試
み
（
失
敗
し
て
車
を
ギ
ル
ギ
ツ
ト
に
残
し
、
乗
馬
に
よ
り
新
知
に

入
っ
て
い
る
）
、
　
ヘ
デ
ィ
ン
も
一
九
三
三
年
帰
化
城
か
ら
喩
密
ま
で
、

タ
イ
ク
マ
ソ
は
一
九
三
五
年
に
喀
弊
習
爾
ま
で
四
〇
〇
〇
キ
ロ
の
自

動
論
卑
旅
行
を
行
山
な
っ
た
。
　
一
九
一
二
山
ハ
年
に
メ
イ
ス
ソ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

横
断
す
る
航
空
交
通
の
可
能
性
を
論
じ
、
翌
三
七
年
ガ
ブ
レ
ン
ツ
は

パ
ミ
ー
ル
の
上
空
を
通
る
欧
亜
大
陸
横
断
飛
行
に
成
功
し
た
。
第
二

次
大
戦
後
の
自
動
車
道
路
お
よ
び
航
空
路
の
開
発
は
ま
こ
と
に
め
ざ

ま
し
い
勢
い
で
行
わ
れ
て
い
る
。

鉄
道
に
つ
い
て
も
、
ト
ル
ク
シ
ブ
鉄
道
の
金
通
（
一
九
茎
二
年
）
が

あ
り
、
恰
密
、
鳥
魯
木
斉
を
経
由
し
、
準
璃
爾
門
を
通
っ
て
ア
ク
ト

ガ
イ
に
達
す
る
、
中
ソ
連
絡
鉄
道
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
自

動
車
道
路
で
は
喀
什
噛
爾
か
ら
タ
ウ
ソ
ム
ラ
ソ
、
タ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の

両
峠
を
越
し
て
オ
ッ
シ
ュ
に
至
る
太
・
線
の
他
に
、
ペ
ル
デ
ベ
か
ら
南

煙
し
カ
ラ
ク
ル
湖
、
ム
ル
ガ
ブ
、
ア
リ
チ
ュ
ー
ル
パ
、
・
・
ー
ル
を
通
っ

て
ホ
ロ
グ
に
至
る
支
線
が
で
き
て
い
る
。

　
交
通
路
の
新
設
、
改
良
に
よ
る
輸
送
力
の
増
強
は
産
業
の
発
達
を

促
し
、
輸
送
物
資
の
増
大
な
更
に
交
通
の
発
達
な
要
請
す
る
こ
と
、

い
う
ま
で
竜
な
い
。
第
一
次
大
戦
前
後
か
ら
現
在
に
至
る
約
半
世
紀

閥
に
、
か
っ
て
な
い
め
ざ
ま
し
い
変
化
、
発
達
を
み
せ
た
パ
、
ミ
ー
ル

付
近
の
交
通
路
の
、
現
況
お
よ
び
将
来
の
発
展
に
つ
い
て
は
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
古
代
以
来
今
世
紀
初
頭
ま
で
ほ
と
ん
ど

変
化
を
み
な
か
っ
た
そ
の
古
い
姿
を
描
か
ん
と
す
る
試
み
亀
、
一
道

の
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
、
な
お
、
張
塞
…
、
玄
辱
、
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
、
ゴ
エ
ズ
な
ど
の
記
述

に
み
ら
れ
る
地
理
的
描
写
や
、
か
れ
ら
の
経
路
の
考
定
は
き
わ
め
て

興
味
深
い
問
題
を
提
供
し
て
い
る
が
、
刑
の
機
会
を
ま
ち
た
い
。

①
O
籠
N
o
崇
9
窯
‘
目
｝
6
℃
節
ヨ
一
同
ω
曽
巳
夢
Φ
ω
o
震
8
0
囲
夢
。
○
×
塁
憧

　
3
8
ぎ
Ω
①
o
σ
q
増
2
》
烹
。
巴
一
〇
二
灘
峯
一
（
以
下
○
・
い
と
略
す
）
ノ
N
o
「
Q
。
・
澱
）
・ 84　（724）



パミールをめぐる交灘1路（酒．井）

　
δ
1
㎝
倉
O
ア
は
P
昏
⇒
ω
④
i
鱒
①
潟
．
、
馬
副
－
馳
旨
碇
．
に
つ
い
て
は
2
5
・
2
6
頁
。

②
O
霞
N
o
p
o
℃
・
9
斡
や
笛
。
。
’

③
八
つ
の
パ
ミ
ー
ル
と
は
8
9
σ
q
匿
5
富
σ
霧
詳
！
＜
m
’
江
影
野
ζ
蓬
ρ
○
諺
9
梓
”
．

　
〉
嵩
。
圏
三
お
G
Q
錠
O
F
図
ρ
昌
σ
Q
図
環
函
数
プ
ρ
騰
σ
q
O
。
。
び
の
各
パ
ミ
ー
ル
を
い
う
。

　
ア
ラ
イ
を
こ
れ
に
加
え
る
考
え
論
力
も
あ
る
。

④
ヘ
デ
ィ
ン
は
一
九
〇
〇
年
頃
の
上
月
木
盆
地
の
オ
ア
シ
ス
の
二
八
に
っ

　
い
て
次
の
数
宇
を
あ
げ
て
い
る
。
出
。
象
鐸
0
自
く
。
鈍
ω
9
0
雛
鉱
識
。
秀
＄
巳
需

　
o
㎞
ρ
一
〇
彊
ご
器
k
ヨ
O
㊦
p
¢
巴
〉
総
厭
く
○
ピ
ト
っ
噌
ω
ε
o
犀
｝
δ
｝
H
戸
6
0
㎝
．
や

　
①
O
伊
括
弧
内
は
鞘
挽
礁
の
地
名
。
ヤ
ル
カ
ソ
ド
（
渉
…
里
）
　
一
〇
一
力
、
カ
シ
諏

　
ガ
ル
（
喀
什
）
三
二
二
万
、
ア
ク
ス
（
心
門
兄
事
鯨
）
　
・
胤
万
、
ケ
リ
ヤ
（
干

　
關
）
　
一
・
二
万
、
．
カ
ル
ガ
リ
ク
（
葉
城
）
八
千
、
ボ
タ
ン
（
和
聞
）
五
千

　
ク
チ
ャ
（
庫
車
）
四
千
、
チ
ラ
（
策
川
勤
）
四
千
、
ヤ
ン
ギ
ピ
サ
ー
ル
（
英

　
士
悶
沙
）
四
千
、

マ
ラ
ル
パ
シ
（
巴
楚
）
四
千
、

コ
ル
ラ
（
庫
爾
勒
）
三

　
千
、
ニ
ャ
（
斑
盤
）
二
千
、
チ
ェ
ル
チ
エ
ン
（
且
末
）
二
千
、
ウ
チ
ト
ル

　
フ
ア
ン
（
勘
耐
什
）
二
千
、
グ
マ
（
皮
巾
門
）
　
一
・
照
千
、
シ
ャ
ー
ヤ
ー
ル
（
沙

　
雅
爾
）
一
・
二
千

⑤
　
ヴ
ェ
イ
コ
フ
に
よ
れ
ば
ム
ワ
倣
偏
愛
領
に
お
け
る
帯
賄
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

　
主
要
集
落
の
人
口
数
は
次
の
轟
く
で
あ
る
。
　
ノ
〈
o
o
弊
。
が
〉
．
∵
ご
¢
8
μ
㍗

　
犀
。
珍
。
三
門
器
。
。
P
男
錠
一
。
。
’
一
㊤
謹
・
シ
ル
ダ
リ
ア
州
で
は
タ
シ
ュ
ケ
ソ
ト
ニ

　
○
・
二
万
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
一
・
五
万
、
カ
ザ
リ
ン
ス
タ
ー
・
一
　
万
、
ペ

　
ト
ロ
ア
レ
ク
サ
ン
ド
潔
フ
ス
ク
四
千
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
州
で
は
サ
マ
ル
ヵ

　
ン
ド
九
万
∴
、
カ
タ
ク
ル
ガ
ソ
一
・
一
万
、
ジ
ザ
ッ
ク
｝
・
二
万
、
ホ
ー
ジ

　
ェ
ン
ト
（
レ
ー
ニ
ナ
バ
…
ド
）
・
四
万
、
ウ
ラ
テ
ユ
ベ
ニ
・
二
四
、
フ
ェ
ル

　
ガ
ナ
州
で
は
ス
コ
ベ
レ
フ
（
フ
エ
ル
ガ
ナ
）
　
一
・
｝
万
、
マ
ル
ギ
ラ
ン
四

　
・
七
万
、
コ
ー
カ
ン
ド
一
　
・
三
彩
、
ナ
マ
ン
ガ
ソ
七
二
瓢
万
嵩
ア
ン
デ

　
イ
ジ
ャ
ン
七
。
穴
一
力
、
オ
ッ
シ
ュ
四
・
闘
哨
か

⑥
大
谷
光
瑞
（
パ
、
ミ
ー
ル
紀
行
梗
概
、
地
学
雑
誌
第
十
六
輯
）
に
よ
れ
ば

　
バ
ル
チ
ツ
ト
は
戸
数
黒
○
○
、
人
口
約
一
二
〇
〇
と
さ
れ
、
霞
野
強
（
一

　
九
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
レ
ー
は
入
津
約
二
〇
〇
戸
「
而
し
て
之
が
附
近
の

　
人
家
．
を
合
計
す
れ
ば
約
一
五
〇
〇
戸
一
、
ス
リ
ナ
ガ
ル
は
戸
数
二
・
減
益
、

　
人
陰
約
一
二
万
と
あ
る
（
牌
．
．
．
伊
牽
紀
谷
』
上
巻
、
博
文
館
、
明
治
圏
十
二
年
）
。

⑦
麟
霞
。
℃
葺
H
自
p
＞
．
劉
ご
踏
9
。
。
甚
鴛
5
鈍
び
《
0
9
＜
舘
ρ
▼
毛
．
国
‘

　
O
巴
。
環
窪
P
同
。
◎
○
◎
卜
ρ
　
と
前
掲
田
野
蝿
．
伊
梨
ユ
紀
行
』
上
下
の
両
説
が
参
考
に

　
な
る
。

⑧
中
央
ア
ジ
ア
鉄
道
は
一
八
九
八
年
に
ア
ソ
デ
イ
ジ
ヤ
ソ
ま
で
、
一
九
二

　
閤
年
に
オ
ッ
シ
ュ
ま
で
開
通
し
た
（
藁
上
正
利
「
新
脳
周
辺
の
交
逓
」
『
史

　
林
』
繁
二
七
巻
）
。

⑨
日
野
、
前
掲
欝
、
上
巻
二
七
四
頁
。
　
　
　
　
．

⑩
私
記

⑳
麟
霞
。
山
冠
旦
。
や
9
防
℃
ワ
ω
O
凸
b
。
◎

⑫
大
谷
、
前
掲
償

⑬
　
こ
の
他
左
記
に
テ
レ
ツ
ク
越
え
の
紀
述
が
み
ら
れ
る
。
　
O
ロ
訂
ヨ
O
吋
。

　
閃
欝
ユ
O
抄
句
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蝿
驚
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｝
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轟
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6
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轟
α
O
o
昌
二
巴
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．
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ピ
b
⊃
層
℃
や
ω
Q
。
㎝
ム
8
■
　
び
一
洋
｝
o
八
三
ρ
Q
Q
¢
○
・
男
」
｝
一
〇
震
嵩
。
《

　
9
0
H
o
ω
。
謄
8
3
0
向
陣
。
ヨ
翼
。
穽
プ
伴
o
Q
Q
o
蛋
並
ピ
ρ
部
畠
／
＜
o
も
。
け
撞
○
び
ρ
O
鉱
（
．

　
9
｝
■
＜
o
｝
●
メ
℃
℃
「
島
ω
一
心
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。
ω
’
罎
⑦
（
瓢
瓢
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の
く
㊦
戸
6
｝
霞
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Φ
＜
o
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．

　
目
拷
℃
δ
霞
賦
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O
o
葺
円
鉱
〉
。
薩
｛
P
冨
。
。
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ム
⑩
O
N
O
“
旨
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。
ド
ト
◎
押
℃
や

　
帥
ト
つ
や
ト
○
①
ρ
　
℃
鐸
ヨ
唱
。
躍
ざ
燭
．
皆
国
学
鳳
○
上
灘
δ
づ
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n
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8
5
H
犀
○
。
。
汁
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P
～
＜
㌣

　
ω
三
コ
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Q
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O
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δ
8
．
戯
画
℃
℃
漕
劉
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ρ
肖
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罵
ぼ
。
一
μ
ε
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鉱
8
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欝

　
鍵
乙
0
9
μ
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〉
獣
欝
○
・
闘
曾
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｝
官
偽
◎
℃
や
Q
◎
切
…
δ
墾
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⑭
　
現
在
で
は
タ
ジ
ク
縫
会
主
義
共
和
図
の
円
餅
ス
タ
ー
リ
ナ
バ
ー
ド
ま
で

　
鉄
道
が
通
じ
て
い
る
。

⑯
Q
り
ε
旦
≧
取
皇
囲
壽
。
一
，
葺
。
馨
〉
・
・
弊
／
N
c
野
b
。
響
○
義
。
益
添
露
。
。
ニ
コ
．
。
。
偽
○
。
・

⑭
　
タ
ル
デ
ィ
ッ
ク
、
ア
ル
チ
ャ
ッ
ド
、
シ
み
、
ル
ト
の
各
峠
。

⑰
テ
ソ
ギ
ス
峠
を
越
え
た
紀
録
に
は
左
記
が
あ
る
。

　
餌
O
急
『
8
Q
Q
．
’
男
O
戸
環
ノ
図
O
ρ
肖
帆
、
男
門
斜
／
、
O
一
轡
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6
0
＝
ぼ
，
〔
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〉
訟
〔
ご
○
．
一
．
ノ
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O
劉

　
一
押
｝
〉
｝
）
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卜
。
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O
…
鱒
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◎
b
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◇
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伊
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圃
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μ
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O
摘
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〆
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．
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7
0
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一
ひ
凶
－
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p
⇒
瓢
触
Q
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一
影
H
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一
ω
ヨ
岬
二
H
㊤
鱒
Q
O
▼
○
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．
い
く
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ピ
刈
倉
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ワ
ト
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O
O
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b
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一
■

⑱
　
ピ
謬
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O
⊆
P
一
P
u
D
壁
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〆
一
〇
二
回
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岡
戸
（
ヴ
興
p
澱
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o
り
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切
¢
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O
　
一
）
簿
図
爵
ぼ
ω
h
一
、
○
ヨ

　
瓢
O
目
¢
曜
叶
O
り
り
O
o
尊
ノ
℃
叫
O
O
O
Φ
〔
醐
二
σ
q
ガ
．
○
．
Q
O
．
！
M
O
ピ
ー
タ
唱
瞬
）
曜
目
一
ω
9

⑲
麟
巳
旦
前
掲
ぎ
霞
く
。
鴛
切
．
、
門
吋
ヨ
．
寧
…
：

⑳
℃
5
三
℃
・
5
詳
○
や
9
ρ

⑳
　
⑳
げ
O
一
P
ゴ
ご
さ
＝
冨
○
馨
〉
乙
P
＜
O
ピ
N
ワ
G
Q
鼻
メ

⑳
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。
仲
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、
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コ
葛
’
い
’
ぼ
，
麹
・
（
r
O
8
σ
q
『
毛
3
、
o
h
Ω
窪
畠
器
軍
○
ざ
外
国

　
匿
O
！
＜
ピ
○
戦
一
め
至
り
ω
N
一
W
O
O
障
押
0
7
帥
唱
け
×
押
×
H
創
唱
唱
．
ω
笛
1
9
Q
曲

⑳
　
Q
り
峠
巳
P
帥
劇
掲
H
鵠
降
。
巴
訂
日
。
匂
駐
酔
＞
a
P
＜
o
ピ
ト
つ
・
℃
伽
G
Q
心
メ

⑳
　
岡
右
ワ
o
Q
癖
Q
Q
■

⑳
　
漢
代
の
蒲
梨
・
織
、
唐
衣
の
編
盤
陀
國
。
塞
勒
庫
勒
の
二
心
、
現
在
は
蒲

　
禦
コ

⑳
ω
ζ
ヨ
p
ρ
℃
‘
O
勇
士
零
∩
2
岱
，
p
一
〉
。
。
5
団
。
ヨ
。
鈍
お
ト
⊃
◎
竈
．

　
念
誌
．

　
　
響

㊧
　
　
田
雪
曇
忍
　
「
塔
巫
．
磁
ハ
・
考
」
コ
果
洋
史
牒
M
姥
九
隔
第
一
五
巻
、
　
二
点
パ
ー
閃
回
二
買
。

⑳
　
パ
ク
ト
リ
ア
登
園
の
都
㎜
パ
ク
ト
ラ
の
遣
庶
跡
が
あ
る
。

⑳
　
ゾ
ル
グ
ル
は
一
暗
ピ
p
阿
。
＜
【
o
庫
。
菖
9
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
パ
ミ
ー
ル

　
探
検
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
評
緬
の
高
い
ウ
ッ
ド
の
旅
行
に
お
い
て
命
名

　
　
さ
れ
た
。
タ
δ
O
ρ
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既
ど
》
嗣
O
戸
ヨ
ρ
◎
矯
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D
舞
賃
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瞬
げ
O
力
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円
○
区
篇
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a
’
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O
嵩
〔
［
C
＝
”
一
Q
G
刈
b
つ
。

⑳
　
大
谷
、
前
掲
パ
、
ミ
ー
ル
紀
行
梗
概
。

⑳
．
玄
弊
や
ゴ
エ
ズ
も
チ
チ
ク
リ
ッ
ク
高
原
の
詑
述
を
残
し
て
い
る
。

⑫
　
目
鉱
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プ
簑
欝
戸
Q
D
マ
閃
ユ
P
臼
。
鼻
溝
峯
図
け
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門
露
荘
園
。
紛
け
讐
ノ
ピ
。
欝
（
囲
9
ρ
’
一
④
ω
メ

　
神
近
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子
訳
『
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
旅
』
岩
波
新
書
、
昭
和
一
五
年
。

⑳
　

O
瓢
門
N
O
欝
、
O
｝
）
◎
O
圃
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爾
）
　
つ
り
沖
O
一
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．
一
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瓢
2
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昌
昨
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（
プ
つ
け
ヨ
！
＜
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押
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ト
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陣
コ
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昌
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吋
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弓
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叶
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＜
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峠
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越
し
た
記
錬
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し
て
は
カ
！
ゾ
ソ
、
ス
タ
イ
ン
の
他
に
ヤ
メ
グ
ハ
ズ

　
バ
ン
ド
（
一
八
九
一
年
）
、
ダ
ソ
モ
ア
（
一
八
九
二
年
）
が
あ
り
、
第
二
次

　
大
戦
後
テ
ィ
ル
マ
ン
が
越
え
て
い
る
。
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の
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ア
メ
リ
カ
入
シ
露
一
夫
妻
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の
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く
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で
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し
、
イ
ル
シ
ャ
ッ
ド
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ス
ガ
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出
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一
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九
六
〇
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翅
末
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シ
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シ
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春
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帰
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す
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㎝
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○
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ガ
ニ
ス
タ
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。
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パミールをめぐる交逓路（酒井）

⑰
　
．
ミ
ン
タ
カ
蜷
ま
た
は
キ
リ
ッ
ク
峠
を
越
し
た
記
．
録
は
実
に
多
い
。
窯
要

　
な
も
の
を
列
挙
し
て
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c’盾窒汲垂撃?ｔｅ　kllolop，’　oh’thd　，bhe　’tiahd，’．and’／’turrieG　tke　free’　sekvaAt

’without　the　bond　into　kabal’By　1〈holop　by　means　of・　making　him

sign　a　bond，　oR　tli’e　other．’　The　decree　of　1597　instructed　all　1〈helop＄

to　enter　in　the　register　no　matter　whether　2t　be　the　complete　or・

the　kabal’ny，　and　the　registers　of　2597－98　pi”oved　that　£he　registers

before　i597　were　neglected　and　the　year　1597　was　the　new　start－

ing－pointtin　the　history　of　Rqssiian　kholopstvo．

Mountain　Paths　of　the　Pamirs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshiaki　Sakai

　It　may　’net　be　needed　here　to　refer　the　slgnlficarice　of　the　Silk

Road　in　the　communication　of　tke　・Eastern　and　Western　Civi｝i－

zations．

Tlie　iand　rottte　connecting　the　Ea’st　with　the　West　aRd　the　lndia

was　made　through　the　great　mountain　barrier　of　the　continent，

the　Himalaya，　the　Tien　Shan，　and　the　Hindu　Kush　and　so　on，　of

whi6h　the　Pamir　Knot　having　the　utmost　significance．　Some　of

the　ways　cut　tkrough　and　touched”　’the　outer　fringes　of　’this

moLmtainous　tract，　and　we　1〈now　correctness　of　descriptions　of　the

famous　travellers・such　as　HuaA．　Tsang　and　Marco　Polo　were　proved

by　the　results　of　explbrations　and　surveys　．made　during　these

several　decades．

　　1．　4m　to　demonstrate　circumstances　and　conditions　of　t’hese　ways

in　copnection　with　the　Pamir　Knet　recovered　befere　the　Werld

War　1，　picl〈ing　up　materials．from　reports　of　modern　explorers　and

travellers　Who　went　into　there　and　made　scientific　surveys　of　the

couRtry　left　almost　a　terra　incognita　until　their　time．

　　There　were　five　main　routes　in　and　along．　the　Pamir　Knot　con－

necting　the　Tarim　BasiR　with　Ferghana，　Trans－Oxiana　and　lndia：

tkese　were　1．　Terek　Pa’唐刀@route　from　Kashgar　to　Osh　and　Kokand，

2．　Taunmuran　Pass　route　frbm　Kashgar　to　Stalinabad　and　Termez，

3．　Wal〈hjir　Pass　route　from　Yarkand　to　Qala－i－Panja　aRd　Mazar－i－

Sherif，　4．　Minataka　Pass　route　f’rom　Yarkand　to　Gilgit，　5．　Kara一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（804）



korurn　Pass　route　from　Yarkand　to　Leh　and　Srinager，

　The　political　aBd　social　reforms　in　countries　east　and　west　of

the　Pamirs　tool〈　place　after　the　Soviet　Revolution，　and　the　road

and　trafllc　coRditions　have　changed　unimaginably　greatly，　so　I

have　to　linait　the　scepe　of　the　paper　to　the　mountain　paths　in　the

Pamirs　at　the　time　of　1910s，　which　seem　almost　tmchaBged　since

the　prehistoric　ages．

’FQ．　llowing　of　the　Writing　Forms　of　Ways　and　DistaRces

of　the　ChroRicle．of　FormerHan前漢書Ts’ien－han－shzt

　　　　　　　　　iR　W「ei－chih－wo・ブeAn－ch’uan秀慧志．倭人伝

　　　　by

Kenji　Maki

　The　records　about　the　roads　in　the　Wei－chih－woV’en－ch’uan魏志

倭人伝have　been　interpreted　at　random，　with　sQme　contradiction

and　incomprehensibility　by　sclaolars．　But　as　every　part　of　these

records　were　written　aftet”　the　certain　writing　forms，　we　cannot

read　tliem　so　freely．　That　is，　they　ran　after　those　of　tlie　Ts’ien－

han－shu前漢書．

　　In　the　fours　tates　from　Tsushima対馬to君。　I’Jii・者繕the　continuing

writing　style，　which　was　of　used　in　the　chapter　of　Yueh．ti鯉．地of

Ti－li－chih地理．志Ts’ien－han－shbl前漢書，　was　followed．　The　articles

in　the　four　states　beyonci　fro　were　written　following　the　’form　used

in　the　Si－yu－ch’Nan西域伝of　the　same　book、“Ten　days　by　water，

oRe　month　by　lalld”show＄the　two　different　ways　to　Yamatai邪

1鴇台from　Ito　as　the　starting－point．

　．The　relation　between　Yamatai　and　Qbleen　state女王國and　the

meaning　of　“　the　brief　descriptions　of　number　of　houses　and　ways

and　distances，’can　be　u貸derstood　by　consulting　the　Si一ニソu曹。海’zean爾

域伝，and　that　of　the　description“north　of　Queen　state”by　coll－

sulting　theハJan・ma］z－ch’zv．an南蛮伝．　And　these　i！ユterpreねti6ns　coi！1－

cide　with　the　study　on　leagal　nature　of　Queen　state　or四∂一んκo弓田i．

　　From　these　interpretations，　xve　tmderstand　the　inisreading　about

the卿∂夷鷲一6海’％翻倭人伝is　derived　from　the　descri．ption　of　Wo倭

of　the　Ho　zt－han・shu後漢書，　the　next　old　book　concel・ning　Wo　after

Wei－chih　魏志．
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